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シンポジウム

自立酪農経営に bける酪農の規模について

座長土田鶴

(北海道畜産会)

自立酪農経営における酪農の規模について

士
口

一主として技術面からー

• 近年における我が国経済の高度成長に伴なう国民所得の増大、生活水準の由上、食糧需要の変化、匿ヒ利用

遠藤清司(北海道農業改良課〕

の変ぼうは著しいものがみられる。

このような状況の中にあって北海道酪農の規模も他産業との均衡と言う面から拡大が強いられており、貿易

自由化を控えていよいよ飼育規模の拡大が余義なくされている。

どこまで続くか判らない飼育規模の拡大ではあるが、一応過去数年間の推移と予測される自あ経営の規模と

可能と思われる技術体系について話題を提供したい。

1. 自立経営の目標

道では一応 18 0万円の農業所得を、 5--6人の家族のうち農業従事者 2--3人で、 1人につき年間農業
』よご-_，.

従事時間 2，50 0時間をこえない範囲の樹何で経営するものを自立経営の目標としている。

したがって、 1 8 0万円の所得を獲得するに足る酪農経営の規模を想定することにしたい。

2. 北海道農業の推移

(1 ) 農家戸数の推移 (表-1 ) 

(2) 農業従事者の推移 (表ー 2) 

.ゆ酪農家戸数と飼育頭数の推移 (表-3 図-1 表-4 ") 

3. 北海道農業の指標

北海道第 3期総企開発計画の指標 (表ー5 ") 

4. 自立経営の地域別目標 (表-6) 

5. 自立経営農家の栓営内容と技術 f例〕

( 1) 主な基準 (表ー 7) 

(め 大農機具と収支総額(表-8、表-9 ") 

(3) 管理時間基準 (表-10 ") 

(4) 乳牛管理作業体系 (表-1 1 ") 

β) 飼養方式 (表-12 ) 
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4 0年以外は基本調査〕農業従事者の推移(4 0年センサス、(表ー 2) 

年率 (42/35)4 2 4 1 4 0 3 5 

2.6% 491， 194人55号954人63兄073人
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(表-4) 乳牛飼育規模の推移(図-1 ) 

支庁別多頭飼育の現状
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(表-5) 第 3期北海道総合開発計画の指標(関係項目抜すい〕

項 目 単位 4 2 5 5 5 5 /4 2 

農業生産額 億円 2，9 9.2 <5 4 1 3 1 8 O. 9 % 

農 産 H 2，3 3 8 2，959 1 2 6.6 

畜 産 H 654 2，4 5 4 3 7 5.2 

農業就業者 千人 4 2 4 237 5 5.2 

1人当り生産所得 千円 413 1， 1 7 5 :2 8 4.5 

農家戸数 千 戸 185 123 6 6.5 
ヨー

耕 地面積 千 h~ 作付面積 957 1， 2 3 9 1 2 9. 5 

回 " 
H 247 275 1 1 1. 3 

t田 H H 710 964 1 3 5.8 

乳 用 牛 千 頭 374 1， 1 0 0 2 9 4.1 

肉 j用 牛 " 2 6 300 1， 1 9 2.3 

米 千トン 1. 1 l' 4 1， 3 0 0 1 1 6.7 

ィ、. ん 菜 H 1. 9 4 3 3，2 4 0 1 6 6. 8 

馬 れいしょ H 1. 7 8 3 2， 2 9 0 128.4 

牛 手L (/ 7 7 1 2，9 3 0 3 8 O. 0 

牛 肉 /1 ? 7 0 7 7 7. 8 

( 1戸当り飼育規模 1，1. 0 0 -+-4 0， 0 0 0 = 2 7. 5頭〕

jヌEト
(表-6) 自立経営の目標(道営農志或例の一部〕

.用地域 道央・道南 十勝・網走 根釧・天北 十勝・網走 根釧・天北

経営形態 吹田 酪 賂 次回 酪 専 酪 専 酪 専

経営耕地 (ffi) 1 5. 4 1 6.8 2 4.9 2 t 5 4 1. 2 

手L 牛 1 5. 0 2 4.0 3 0.0 3 0.0 5 O. 3 

麦 類 2. 2 
作

旦 類 る‘ 9 0.9 
付

馬令薯 1. 3 
け

率
て ん菜 2. 0 1. 3 2. 3 1. 1 

牧 草 6. 6 1 2.2 2 1. 9 1 8.9 3 9.7 

% 

その他 O. 7 1. 1 0.7 1. 5 1. 5 
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(表ー 7)主な基準

(1) 能力 (ア)産乳能力 年間 4.60 0 K9 1乳期 5. 0 0 0 Kタ

付) 繁殖能力 介娩間隔 13か月 介娩率 92係

初産月令 2 7か月 種付月令 1 7か月

淘汰更新 供用 6産(淘汰?才ニ 10 2か月)

(坊体重 60 0 K9 

(2) t剤:斗給与基準

(方維持飼料 7日 5FU D T P 1日 40 0 g 

f年1， 8 2 5 ) f年 14 6.0 ) 

(イ) 生産飼料 1 l匂当り 0.34 F U 1 K9当り DTP489

(年 22 O. 8 ) (3.1--3.5幼(年1， 5 6 4 ) 

わ) 胎児発育のための飼料

1 8 0 FU D T P 1 8.0 

信) 育成牛の保有基準

o --1 2か月 2 0.4係

1 3 --2 4か月 1 9.8 % 

25--27か月 4.5係

(4) 未経産牛の鎗死危険率

C '" 1 2か月 0.6% 

13--2 4か月 1. 3 % 

25--27か月 O. 5 ~め

信)経産牛率 経産牛÷成牛ニ 78場

信) 淘汰廃用頭数 1 8場(廃用率 16係+鰭死危険率 2弧〕
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(表-8 ) 大農機具類と収支 総 額

/〆0川川ρ紗例U材7伽 /山0〆仰d似dヘγ7アフ一』
之 j歩#ク l一-

地域名道央道南 畑酪 1 5.口頭 地域名十勝・網走 略畑 24.0頭

種 男リ 規 格

トラクター トラクター 40PS 3/8 

プラウ フ フ ウ 1 4">ピ2 2・/ 8 
1 8x 1 1/ 日

ロータリーハロー 1.8m 1/ 8 
デスクハロー 20 X2 4 1/  8 
スパイクツースハロー 30X3 1 / 8 
ローーフ一一 3.0 m 1/12 
フロントローダー 2/  8 
ブロードキャスター 1/ 8 

五て志 合移播植種機 4 畦 1/1 2 
ん菜 機 1/8 

ポァトプフンター 2 畦 1/1 2 
ク守ラスランドドリノレ 15omx10 1 /12 
カノレチベーター 4 畦 1/.8 
ライダー 2.7m 1/円

スフレヤ一一
445陪o_f 1/ 8 

ピ-::，/カッター 1/12 
ヒL ト、ホサト兼用ノ」ベスター

81P 畦R同
1/8 

スレツシヤー一 1/ 8 

モ ア I 1.8m 1/g てん菜育首用機具 1/4 

レーキ I 2.5m 1/8 尿散布機 2，0 0 og 1/  8 

ヘイコンデイシヨナー 1/8 モ-7. 1.8m 2 /  8 

フオレージハーベスター 5 1/8 レーーキ 2.5 m 2 /  8 

~ ーー フ 1/8 ハイコンデイシヨナー 2/  8 

ファームワゴン 2/8 フォーレージハーベスター 1/  8 

トレーラー 2 七 2/8 J 、 一一 フ 2/  8 

5P8級 1/8 トレーラー 2 七 1/ 8 

8PS級

守
フアームワゴン 2 七 2 /  8 

ヘイエレベーター 5P 8用 1/  8 

一式 マニアキアリヤー →式

収支総括

種 J]iJ 金 額(千円)l

ミノレカー ο 
畜産用機戒器具 一式

粗 農 産 2， 1 1 0 収支総括

収 ヨaζ 産 2，3 7 4 
手電 月U 金 額(千円)

戸、

入 計 4，484 

支 出 2，6 1 2 

粗 農 産 ヲ 63 

収 畜 産 4，0 2 9 

入 言十 4，9 9 2 
農 業 所 得 1， 8 7 2 支 出 3， 1 2 7 

備考:建物、大農具、大家畜の償却を含む。 農 業 所 千尋 1， 8 6 5 
-5ー



(表-9) 大農機具類と収支総額

地域名 根釧天北 賂専 30.0頭

積 別 規 格

トラクター
40PR 3/  6 
60P8 1/ 6 

フ プ ウ
14x2 1/ 6 
1 8 x 1 1/ 6 

ロータリーハロー
2180×m 24 1./6 デプ ハロー

ース， クソースハロー 30X3 
ロ一一

3m ー-ク-付72lノ//7166 -フに:トローダー マ阻写電〆製吋ヌオ
ブロードキャスター

てん .~t?;植機 4 [時 1/ 6 
グラスフンドドリノレ 50cmx10 1/12 
カルチベーター 4 睦 1/ 6 

スプレーヤー 415畦OE 11//6 ヲ
ビートハーベスター

尿散布機 2.000P 1/6 

モーア 1.8m 2/6 

レーキ 2.5m 2/ 6 

ヘイコンデイシヨナー 2/ 6 

フオレークハーベスター 5 1./ 6 

Jく ーー フ 一 ローデン、ンテイ 2/ 4 

フアームワゴン 2七 2/6 

トレーラー 2七 2/ 6 

ヘイエレベーター 5 P.R 

てん菜育百用機具 一式 1./ 6 

マニアキヤリヤー

ミノレカー ノミケットタイプ 2 

養畜用機械器具 一式
一一 一

収支総括

種 月iJ 金額(千円)

粗 農 産 497 

収
Zb1 E: 産 5， 1 2 5 

入
言十 5，6 2 2 

支; 出 3， 8 8 2 

農ー 業 所 午尋 1， 7 4 0 

地域名 根釧天北 酪専 50.3頭

ロ
一
ス

ロ
一

一
一
ウ
一
ハ
ソ

タ

一

一

ク

ク

ク
一
ラ
一
ス
イ

ラ
一
一
イ
ハ

ト
一
プ
-
一
デ
ス

3 m 

τ二7.-"吋万ーク付

4 
1 5 
4 
45 

2.0 OOp 

1.8 m 3/4 

2.5m 2/4 

2/4  

5 1/4 

ローデ〉ウチイ 2/4 

2七 2/4  

2七 1/4 

5P8 1/4 

一式

(コニット3台〕 一式

i口A 

一式

ロ

尿散布機

モーア

レーキ

ハイコンデイシヨナー

フオレージハーベスター

ベーフ

フアームワゴン

トレーラー

へイエレベーター

三二三込blT許ー

ミイプラインミノレカー

パノレククーラー

養畜機械器具

収支総括

手重 月iJ 金額(千円〕

粗 農 産

収 ヨEEζ 産 8， 4 3 1 

入 i 言十 8，4 3 1 

支 出 5， 8 7 1 

農 業 所 得 2，5 6 0 
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(表-1 0 ) 管理時間基準(根到11・天北 飼育規模 30頭 夏期終夜放牧〕

主 語i

群1 頭 1 日 当 り 日 当 り

成牛期 若牛後期 若牛前期 幼牛期 成以 3 0 頭

妄 函-阪京一舎飼放牧舎飼放牧舎飼放牧 ~ 飼 放 牧 1

O. 7 0:5 0.3 0.3 1 8.8分 1 3.5分

料補 乳 3.0 3:0 1 6.0 1 6.0 

志会乾 草 1.0 1.0 1.0 43.5 若干

与根 菜 2.1 52.5 

| サイレ ー シ 2.1 2.1 2.1 6 5.1 

放 牧 2.7 0.5 0.5 70.5 

l搾乳何業〓よ宇ルカ一組立 消ま一

1.0 1.0 25.0 25.0 

ム年 4.5 1 1 2.5 1 1 2.5 

ミノレカー洗浄、保管 1.4 1.4 35.0 35.0 

事L乳処理
1.4 1.4 3 5.0 35.0 

乳運搬 0.7 0.5 1 7.5 1 2.5 

、敷わら更新清掃 4.5 0.8 4.5 4.5 2.0 1.5 1 4 7.5 2 6.0 

手 入 れ 1.5 1.5 1.5 0.5 48.5 

そ 。】 他 2 6.8 

枠 外 作 業
年(話6三4時2.8〕

年(60.6時〕

ム『コ、 三dt 346.0 

(表-1 1 ) 乳牛管理作業体系(根釧・天北 飼育規模 30頭 夏期終夜放牧

舎 飼 期 放 牧 期

作業者 A 作業者 B 作業者 A 作 業 者 B

さく乳準備 (13')1牛床の衰を排尿溝に脅か2') 牛を牛舎に戻す (22') 濃厚飼料給与 ( 6') 

根菜サイレージ取り出し準併 さく乳 (57) きく乳準併 (13') 

濃厚飾科給与 牛乳処理 (18') 晴乳 (日)

さく乳 (57 根菜サイレ<---):運搬給与 (28) 器具洗浄 (18) 晴乳舎の清掃 ( 5') 

晴乳 ( 8) 牛を放牧地に (12) 朝 食

牛乳処理 (18)晴乳舎の敷草処理 ( 8) 牛乳出荷 (1 ~5) 

器具洗浄 (18) 糞尿処理舎内清掃 (38) 糞尿処理清掃 ( 8) 

糞尿処理清掃 (28) 朝 食 朝 食 中 食

.牟Itユ朝観出荷察 (運搬) (1話3 濃厚飼桝給与 (75') 

手入れ (2め 中 食 中 食 さく乳準備 (12') 

食 濃厚飼料給与 (9，4) 牛を牛舎に戻す (24) 晴乳 ( 8) 

乾草をノ之ドックに準備25) 根菜サイレ.--:;取り出し準備 きく乳 (56 ') 晴乳舎清掃 ( 5') 

牛をパドックに出すれ2) ( 32) 牛乳処理 (17) 

中 食 ‘根菜サイレ→Y運搬給与 (30) 器具洗浄 (17) 

牛を牛舎に戻す (12 ) 晴 乳 (司p) 牛を放牧地に (12') 

さく乳準備 (12 ) 糞尿処理敷草補給 (10) 糞尿処理、清掃 ( 8) 

さく乳 (56 ') タ 食

牛乳処理 ( 17') 

器具洗浄 (17') 

牛体の観察手入れ (25') 

糞尿処理 (17) 

タ 食

乾草給与 ( 18-5) 

牛床の糞を排尿溝Id客ポ:12)

乾草の補給舎内清掃 (23')

-7ー



(表-1 2 ) 飼 養方式 根釧天北地域 飼育規模 3 0頭

rr?と竺 舎内飼料給与 ミノレカーの
放 牧 手入れ運動 さ く 乳 組洗立・消浄毒

夏型 冬型

自己 合 自己 ~ 終夜放牧 冬期のみ朝 基本 1日2 基本 1日2

H甫 手L 日甫 手し タ2回 回 回(酸性洗

1日 2回 乾草、サイ (パドックへ 剤使用は 4

技術内容 乾草はパド レ一一γ、ハ の出し入れ ，....，_7日に 1

ツクで自由 ノレプ(家畜 を含む) 回)

採食 用根菜〕

1日2回

5月中句~ 1 1月上句 5月中匂~ 1 1月上匂 • 時 期 年 問 年 問

1 0月下匂 ，....，_5月上匂 1 0月下句 ~5 月上句

使用器具 1輪車、パ 飼料運搬車 石田野J 牧 毛ブラシ ノミケットミ アノレカリ洗剤

件 ケツ t，r芝 (手押〕 根プラン ノレカー 2台 酸性洗剤

施設(規格〕 ノレートカッター 金 櫛 使用 殺菌剤

業
1 輪車 雑 布

技
旧所要時間 O. 4 9時 3.2 7 1. 1 8 O. 8 1 1. 8 8 1. 0 0 

年間 日数 1 6 9日 1 9 6 169 196 3 6 5 3 6 5 

術 延 時 間 8 2. 8時 6 4 0.9 1 9 8.2 1 5 8.8 6 8 6.2 3 6 5.0 

一
頭

日 O. 5分 5.9 2.7 1. 5 4. 5 2.4 

当
年 間 1. 4 1時 1 9. 2 7 7. 6 1 4.90 2 7. 4 0 1 4. 6 0 

り

• 
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敷わら更新、舎内清掃 枠外作業
牛乳処理 牛乳運搬 言十 メIコL 言十

夏 九 種付分娩 衛生管理

ろ 過 出荷道路ま さく乳時の 全牛舎につ

1、t11h 却 で 1日 1回 舎内汚染の いて実施

秤 主巨EヨL 運搬 清掃と晴乳

記 中長 及び幼牛舎

の舎内清掃

5月中匂~ 1 1月上句

年 間 年 間

1 0月下匂 ，..，.._5月上句

冷却槽 リヤカー又 キヤリヤー キヤリヤー

トップクラー はトレラー

i亡bコ、 帳

秤

0.5 8 0.2 5 O. 4 3 2. 4 6 

3 6 5 365 1 6 9 196 

2 1 1. 7 9 1. 3 7 2. 7 4 8 2. 2 2，9 8 ゑ8 4 3.2 6 0.6 3， 0 9 3. 6 

1. 4 O. 6 0.8 4.5 

8.5 1 3.6 5 2.2 5 1 4.7 0 1 0 4.3 1. 4 4 2. 0 2 =1E0s-1-76 

• 
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諮農機械化をめぐる 2--3の 問 題1について

I 良質乾牧草調製のための牧草乾燥について

1 牧草の乾燥法

(1 ) 天日乾燥法

高橋俊行

(北海道農業改良課)

むしろ車操法、地干し乾燥法、たこ干し乾燥法、にお積み乾燥法、架干し乾燥法

天日乾燥は天候に支配され、長期間を要し、乾燥終了の予定がたたず、乾燥後の作業計画がたたないo~

あるいは乾燥中に天日や雨にさらされて品質を害する場合が多いo しかし太陽の放射エネノレギー(太陽常司F

数)と自然、の風は無，駄にするととなし大いに活用すべきである。

(2) 人工乾燥法

蒸発による方法、冷却または冷凍による方法、真空利用による方法、機械的な力による方法、 (遠心分

離など)

設僻費や運転費に多額の経費をかけることは許きれないので、蒸発乾燥法に属する通風乾燥法が一般に

利用されている。牧草表面の蒸気圧と空気中のそれとの差によって、牧草中の水分を蒸発させ、その水分

を流動する空気(風〕によって運び去るのである。含水率の高い牧草を直ちに人工乾燥させることは経済

的に不利な場合が多いので、ほ場で予備乾燥させてから人工乾燥させるとよい己

2. 天日乾燥(常温通風乾燥〕の可能性と条件
牧草の平衡含水率

(1 )牧草の乏盆鉱率

天日乾燥法は気温・関係湿度・日照・風など 』ーι牛

に左右されることが多い。水分の多い牧草を乾
60 

燥した空気中に置くと、牧草は一定の含水率に

なるまで水分を空気中に放出する()...反対に良く
50 

乾わいている牧草を湿めった空気中に置くと、 メ百弘、

牧草は空気中の水分を吸収する。牧草の水分が 40 

ある一定量になると、水分の移動が終るが、と
水

の障の牧草中の水分を、その時の状態における 率 30

牧草の平衡含水率といい、・牧草が空気中で自然
"...， 

に乾燥する限度を示すものである。平衡含水率 %如

は気温にも関係するが特に関係湿度に左右され
、..J

る。右の図は、気温・関係湿度と平衡含水率
10 

との関係の一例を示したものである。 。
20 40 (:u 回 100

関係湿度 C%)

- 1 0ー
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(2) 天日乾燥の可能性

天日乾燥を安全に行なうためには‘無降水の日が少なくとも 4日間漸売する必要がある。無降水の日が

何日継続したか地域別に計算すると、次の表のとおりである。たとえば札幌の場合、 4日間継続したのは

6月に 4.3 日すなわ税吾年 1回はあり、 7月と 8月は 6.3日すなわち毎年 1回半くらいあることを示

す。

継続無降水日数積算 C 8日以上は省略〉

i地方 ~ 7 6 5 iρ 3 2 

6 2.2 3.2 3.6 5.7 8.9 1 2.3 

函 7 1. 8 3.0 5.0 7. 4 8. 0 1 O. 4 1 2.8 

8 O. 8 3.2 3.7 6. 1 7. 9 1 O. 1 1 2.7 

官官 9 0.6 1. 1 2. 7 5.7 8. 5 1 1. 9 

1 0 1. 8 3.8 4.9 6. 1 1 O. 9 1 2.9 

6 O. 7 1. 9 3.9 4. 3 7. 6 1 O. 8 1 2.8 

本L 7 1. 9 1:9 3.9 6.3 8. 1 1 O. 3 1 2.6 

8 O. 7 3. 1 5. 1 6.3 7. 2 8.8 1 1. 1 

幌 9 1. 2 1. 7 3.3 ス5 1 O. 1 1 2. 6 

10 O. 7 3. 1 4.7 6.2 8. 4 1 1. 3 

6 0.7 1. 2 3.2 6.2 7. 6 9.9 

帯主 7 O. 7 1. 3 4. 3 6.3 6.6 8.4 9.9 

8 1. 9 2. 5 4. 9 6.7 9.7 1 1. 8 

内 ヲ 0.5 1. 7 5. 0 8. 0 1 1. 3 

1.0 1. 5 2.7 3.5 5. 3 8.1 1 O. 5 

6 O. 7 1. 3 1. 8 3.4 4.6 6.4 9. 6 : 

キ良 7 1. 2 2.7 6.3 反 1

8 O. 7 1. 3 1. 8 3.0 4.8 7.4 虫8

室 9 1. 0 2.2 4.9 8. 7 1 1. 0 

10 1. 6 3. 4 3. 9 5. 1 7. 2 1 1. 0 1 3.3 

継続無降水日が 4日しかないことは、刈り取り作業を 1日間で終らせ、 6. 3 日あることは 1"""'3旦間で

終らせる必要があるととを意味する。稚内・根室では天日による乾牧草調製が困難であり、また刈り取り

・収納作業は高性能の機械を利用して能率的に行なう必要があることを意味する。また、牧草の反収が低

く‘経営面積が広い地帯での機械利用の困難性を表わすものである。

。)常温通風乾燥法に関する試験

常温通風乾燥機を用い、レッドクローパーについて乾燥試験を行なった成績の--171]は次のとおりである。

吸気すなわち大気の関係湿/l_il~ 8 5弧程庶以」斗ムなムと阜乞患は民とんギ進釘止ず、しかも牧草の含水率

が 30必程度以下 f特に 20必以下〕の場合は、 8 0必程度以上の空気を送り込むと逆に牧草は吸湿するO

吸気の湿度は 75 c1/o程度以下であることがのぞましい。

乾燥時間を短縮させ、送風機運転のための動力を少なくするには、牧草の含水率を 4 0""'" 5 0係まで予

備乾l燥させておく必要がある。ほ場における予備乾燥は条件が良ければ刈り取りの日を入れて 1日問、長

くとも 2日間あればよい。 2日間とすれば前の表から札幌の 6月は 1 0.8日すなわち年に 5回‘ 7月も
-1 1ー



レ ッド クロ ーパ を供した乾燥試験の経過の一例
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5回、 8月は 4回あることになる。

関係湿度からみた可能地域(収穫期の気象条件〕(4) 

6 ，._， 1 0月までの月別等湿度線図を画き、関係湿度からみた天日乾燥可能な地域を検討した。月別にみ

8，._， 1 0月になるにしたがい低湿になっている。ると7月が最も多湿であり、

地域的には渡島東部カミら噴火湾沿告にかけての地域が最も低湿であり、高温とあいまって最も条件が良

ぃ。次は石狩・空知・上川中央部・留萌南部である。留萌・宗谷・網走の沿岩部は特lこ悪いほどでもない‘

日高十勝の沿量削I1路根室は条件が悪いo槻 11は低温とあいまって最も条件の悪い地域であるo.
月別等温度線図

7月

-12-
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可能地域
仁コ最t格づ名作
民:;J存秀で件• 10月 協弱ペヰミネゑ，)
関奈川n

3. 乾牧草調製の問題点

.: 

太陽の関係湿度は日ごとの変化が大きいばかりでなく、日変化もかなりある。 1日のうち常、温通風に適す

る時間数を示すと次のとおりである。

湿度別昨間数

lw やや不利

(好乾燥条可能件〕 最も好条件最も不利(乾燥困難〕 〈含?乙水率が低下じ喪、
とき乾燥困

9 0以上・ 9 0 ，..._， 8 5 8 4 ，..._， 8 1 8 0 ，..._， 7 6 7 5以下

7 8 5 4 7 一
1 0 一 1 0 4 7 

7 9 4 5 2 6 
札幌

1 0 1 1 一 ろ 2 8 

稚内
7 9 6 6 5 一

1 0 一 一 一 2.4 

7 1 5 7 2 一
根室

1 0 1 1 4 3 6 

7月は、根室を除く地域では日平均湿度は高くても、常温通風乾燥に適する時間が数時間(9，.._. 1 5時〕

ある。 10月は稚内が最も条件が良く‘最も条件の悪い根室でさえ乾燥可能な昨聞が数時間ある。

収穫期の天侯により、乾牧草の調製・生茸収穫のいずれかを選ぶ必要がある。

農業関係の施設は年間の利用期間(時間〕が短いが、乾燥施設(乾燥機)もその例外ではない。なるべ

- 1  3ー
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く安価な施設の利用・年間利用時間の延長あるJいは遊休期間の活用などにつき十分検討する必要がある。

乾燥施設は斡燥そのもののみを考えるべきではなく、牧草の収穫作業体系と関連させて芳えるべきである。

乾燥条件の悪い地域は、高性能の作業機を用いて適期に短時間で作業しなければならないが、そのような

地域は一般に牧草の収量が少ない、収量の少ないのを商積でガパーしようとする。経営面積が大きいから機

械が必要になる。その機械は高価である・・・という悪循環を繰り返す。! 芦牧草M 山必要杭何'6iJ~ e :; iJ~ ? 家瀦畜酔削の僻附給鮎与鯨…こ一

乾牧草がぜひとも必要とするなら臼』ぽま式、必要最少限度の量はどれだけか? その必、要量を他カか冶ら購入すれば経営は

: どのように変化するであろうか?九。

4

、

-Z-FF
晶
H
Y

E 農作業とは運搬作業のことである

ーし尿の散布につい て ー • 飼料作物の栽培・牛乳処理・畜舎の管理などの作業には運搬作業(物資の移動)が実に多い。施肥・は種・

農薬の散布・集草・収穫物の運搬・牛乳の移動と運搬・飼料の給与・給水・糞尿処理・しきわらの搬入搬出な

どの作業は運搬作業の一種である。とにかしかさばる重量物を扱うのであるから、運搬作業の合理化・省力

代を計る必要があるo

し尿散布には、尿ポンプとホースを用いる方法とタンク車(パギユームカー〕を用いる方法がある。

1.設定条件

尿ポンプとホースを用いる場合、し尿槽を耕地の中心に設置し、長さ 27 0 mのホースの移動範囲は約

2 3 ffiとなあ。畜舎・住宅などを除いても約 20頭の乳牛を飼養し得る。乳牛 1頭の年間尿生産量を 2，800

2とし、洗浄水を加えて 8，40 0 fとする。 20頭分のし尿は 16 8， 0 0 0 fとなる。

2. し尿ポンプの性能と散布経費

北海道内で市販世1かるし尿ポンプの性能を調査した結果は次のとおりである。

し尿ポンプの性能

銘柄 所要電力(kWH) 散布量 Cf/?t) 噴射距離Cm ) 分(解介所要時間
-秒〕

P式 3.4 163 1 7. 6 2. 3 0 

E式 3.2 1 6 0 2 0.7 1. 1 0 

M式 1. 6 1 4 1 1 9.ろ 2.0 0 

K式 4. 6 1 4 0 2 5.0 1. 3 0 

n式 2. 4 1 2 3 2 2.5 2. 3 0 

平均 3.0 146 2 1. 0 1. 5 6 

• 
所要電力は 3KWH内外、毎分散布量は 14 6 f、ノズノレからの噴射距離は 21m以外である。

1 '6 8，0 0 0 fのし尿を散布するには約 19時間を要する。この作業を 2名で行なうとすれば、散布作業

のほか、ホースの布設・移動、機械の掃除などに 57時間(延 11 4時間入合計 76時間(延 152時間)

を要する。労賃を毎時 25 0円とすれば、 t 労賃は 3.8万円となる。ポンプ・ホース・ノズル・モータなど施

設費は 12.6万円である。減価償却費・金利・修理費・電力料金・労賃などを合計すると、年間の経費は
-14-



-6. 1 7万円となる。

3. バキュームカーによる散布経費 手納与
1， 5 0 0 fタンク付のバキュームカーの価格を 3 2万円とすれば、減価償却費・金利・修理費・税金な

どの固定費は 5.92万円となる。

1回の散布に要する時間は、吸7.J'<.・散布・ほ場への往復などを含み約 1.7分間である。 16 8， 0 0 0 fの

尿を散布すおには 11 2回 32時間を要する。このバキュームカーを運転するためには 30馬力内外のトラ

クターが必要であり、 トラクターの時間当り経費は労賃を含めて 651円とすれば、 トラクタ)関係の費用

は2.08円となる。この外に機械の掃除・手入れのために約 5時間の労働が必要である。固定費・トラクタ

ー費・労賃を合計すると、年間の経費は 8，0 8万円となる。

ゐ汁柄下引j制強ω

多頭数諸農による経営自立化

蔵

部
儲

憲

業
農

嵐

試
農

十
一
明

五

北

乳牛の頭数規模の大小と生産性・収益性との関係を検討し、‘あわせて多頭化による経営自立化の内容と限界

について考察する。

1. 乳牛多頭数飼育の経済性

多頭飼育の有利性とは、 「小経営」に対すあ「大経営」の優越性のととであるが、北海道における多頭数

飼育といっても、 日経営」あるいは「車業血監走lの段階へ勺遅遅虫ゑ与の、必超抱主ものとみるべきで

ある。しかも家族経営の場合では、家言十費充足のためのを臨ヒであって‘ 住美的」χ「商業的 Jといえる

ほどのものではない。 千州ι;Pl:訟

.一般にいわれている多頭数飼育の有利性に比①生産過程の有利性、②流通過程の有利性とがあん⑦は

生産費の節減が可能であり、生産性が高いことであり、②は、相対的販売価格の有利性と、素牛や飼料の低

価格購入が可能なこと、などがあげられている。

(1 ) 多頭数飼育と生産費・労働報酬

(1) きく乳牛 1頭当たり生産費

第 1表によると、 39年から 42年になるにつれて、きく乳牛 1頭当りの組収入、家族労働費以外の

費用、家族労働報酬とも土昇Lている。この 5者について、 39年をベースとして 42年までの上昇率

をみると、粗収入の上昇率が労働費以外の費用の上昇率よりも高い。その結果労働報酬の上昇率が最も

jユ従}'C-/} Jrz.'7~ 

すきく、 4 2年では 17. 2婦である。

(第 1 表)

以上の推移は、さく乳牛頭数規模の大小により大差があるコすなわち 7--9噴規模の上昇が最もすてきく

1 5 --1 9頭が小さい。

-15ー



表 1 表 年次別・頭数規模別の搾乳牛換算 1頭当り生産費、家族労働報酬〔北海萱)

l
l
A

ふ

1
l

宮司 養 頭、 数 規 模 月IJ 北海道

1 2 5 4 5---6 7 ，""_' 9 1 0-...1 4 1 5........， 1 9 I 2 0--2 9 エE乙 均 396:"F二100

昭 4 2 1 8 5，45 8 20 0，489 20ス543 2 0 3.7 7 0 2 1 6，636 :Ji 08，595 265，644 207，741 1 3 4.5 

粗収入(3.) 4 1 1 8 6.1 5 0 1 6 2，6 0 1 1 72，9 9 4 1 66，2 7 6 169，253 1 78，0 53 179，154 204，0 72 209，016 1 7 5，4 02 1 1 4.3 

(主産物+副産物) 4 0 156.939 1 4 4，8 1 4 1 54，559 166，323 159，732 1 6 1，0 09 1 7 4，8 1ヱ201，873 1 2号6221 5 8，8 90 1 0 3.5 

(円) 3 9 1 65，7 3 4 1 43，2 0 ~ 1 5 3，243 159，398 1 5 5，3 7 1 146，479 1 70，4 1 6 204，1 96 20 1，369 1 53，450 1 00 I 

昭 42 1 3 4， 日93 1 38，69 6 41，338 138，065 1 45，954 1 45，278 1 9 1，6 7 4 1 42，566 12 3.4 

家族労働費以外 4 1 1 4 1，525 117，724 129，398 1 25，55 8 1 25，40 6 127，222 129，797 1 35，0 3 2 136，558 127，891 1 1 0.7 

σ3 費用 (b) 4 0 1 33，8.68 117，641 1 08，748 1 24，49 1 117，426 1 1 6，3 2 R 127，100 149，896 1 5 2，95 6 1 1 8，0 93 1 02.2 

(円) 3 9 1 43，60 9 1 1 2.1 6 9 109，458 116，498 1 1ス238 109，270 1 24，723 1 4 5，9 5 1 1 68，20 8 1 1 5，5 1 1 1 00 

昭 4.2 50， 48，1 43 39，234 32，528 3 0，07 7 26，731 1スR6 1 3 6，656 1 0 8.2 

4 1 39，856 49.936 45，925 40，295 3 6，029 3 0，6 1 7 26，5 9 6 23，394 1 3，3 8 8 3 5，3 9 1 .1 0 4.5・

家族労働費
4 0 51，302 42.453 43，8 3 1 37，309 3 2，8 7 1 28，5 7 1 2 4，3 30 17，751 1 4，264 34，642 1 0 2.3 

(円)
3 9 51.288 4 1.869 4 1，35 7 33，424 3 0，1 1 9 26，521 24，05ヲ オ8，093 1 2，0 29 33，873 100 

昭 42 50，565 61.793 6 6，2 05 65，70 6 70，682 63，3 1 7 73，970 6 5，1 7 5 1 7 1. 7 

4 1 44，625 4 4.8 7 7 43，59 6 40，7 1 8 43，847 5 0，83 1 49，357 6史040 72，458 4ス51 1 1 25.2 
家族労働報酬

4 0 23，071 27.1 73 45，8 1 1 41， 832 42，3 1 1 44，681 4 7， 7 1 7 5 1，97 7 ム 23，334 40，797 1 0 7. 5 
(円) 3 9 2 2，1 25 3 1. 032 43，785 42，90 0 38，1 33 37，209 45，69 3 5 8，245 33，1 6 1 37，939 1 00 

昭 4.2 1 1 5 1 5 1 1 95 237 288 2 7 1 532 2 1 0 21 6.3 

4 1 1 03 94 99 1 03 1 2 7 1 73 1 97 324 566 1 39 143.2 
1時間当り報(円酬) 4 0 40 57 97 1 0 8 1 23 1 47 1 8 3 264 ζ2‘ 1 1 0 1 1 3.3 

3 9 3 3 65 9 1 1 1 3 1 1 1 1 23 1 75 280 245 97 1 00 

昭 42 441 0 40 8.1 34 0.1 276.6 264.2 239.3 1 95.1 3 1 7. 2 79.8 

換算 1頭当り労 4 1 4 43.6 475.9 443.0 397.3 347.8 29 6.1 263.4 247.5 1 7 8.1 346.6 87.2 

イ動 時 間 4 0 575.5 474.5 47 8.0 392.3 348.6 302.9 273.1 245.8 1 9虫7 375.5 94.5 
(円) 3 9 674.0 49 1. 7 485.1 387.2 347.5 304.7 276.4 246.0 252.6 397.3 1 00 

昭 42 4，355 4，758 4，851 4.643 4，968 4.829 5，598 4，799 108.2 
換算 1頭当り乳

4 1 3，990 4，454 4，708 4，596 4，534 4.860 4，774 5.549 5，3 1 0 4，712 1 0 6.3 
脂率 3.2係換算

4 0 4，1 69 4，060 4，402 4，692 4，562 4.522 4，779 4.869 3，295 4，470 1 00.8 
手L 量(円)

3 9 3，943 4，19 7 4，5 1 2 4，67 1 4，589 4.291 4，795 5.1 1 3 4，985 4，433 1 00 

昭 42 72.7 6反2 6 8.1 6 7.8 6 7.4 6呪6 7 2.2 68，6 

4 1 76.0 7 2.4 74.8 75，5 74.1 7 1.5 72.4 6 6.2 65.3 72，ヲ

わ)/制(費用率〕 4 0 85.3 8 1.2 7 0.4 74.8 7 3.5 72.2 72.7 74.3 74，3 

3 9 8 6.7 7 8.3 7 1.4 7 3.1 7 5.5 74.6 7主土1 7 1.5 83.5 75，3 



とにかくも頭数規模の拡大によって t頭当たり家族労働費以外の費用は増加し、家族労働報酬も増加

している。この関係を 39年から 42年までの動きでみると、頭数拡大による上昇度合は 39年が最大

であり、 4，2年に少ない。

この 1頭当たりの数値からは、いちおうi多頭数飼育が有利だとみてよい。もちろん、投下飼育労働l

時間の減少によって多頭数ほど家族労働費が遁滅し、家族労働費を含む総投下費用はさらに遁滅する。

(II) 牛乳 10 0 K9当たり生産費

牛乳 10 0 K!i1当たり第 1次生産費(費用合計一副産物価額〕ではも 4'0年と 41年ではあまり差はな

いが(この 2カ年の数値省略入 39年から 42年になるにつれて生産費は増加していお(第 2表)。

さらに‘頭数規模別に 39年をベースとした 42年の上昇程度をみあと、 7，...._ 9頭が最少であるが‘

この 7，...._ 9頭をさかいとした前後の規模におけあ開きが大きい。そしてろ 9年では多頭数ほど‘ 100 

Kタ当たり生産費の低減は顕著であるが、 42年には 1，....，._2頭から 7，...._9頭までは低減が著しいけれども、

• 7，...._8頭からげ，...._1 9頭までは殆んど低減せず‘ 2O，...._ 2 9頭で再開滅山る。

(第 2 表)

3 9--42年の 4カ年の傾向を概括すると 1.......， 2頭から 7，...._9頭までの低減傾向は著しいが‘それより

も多頭数になると低減度合がやや緩慢となる傾尚がみられてきたO

以上の 42年の頭数規模の大小iこよる生産費の開差が縮小したととには、 1 O，...._ 1 4頭以上の農家D

資本構成の高まりと、 5，...._6頭以下の少頭数農家の粗収入の増加などが関係している。この傾向をすござ

っぱにいえば‘技術三五準化ともみられる。

次に‘多頭化の矛盾としていわれている断層性についてであるが‘これは多頭化に伴い、雇用労ー働と

購入飼料が増加し、また産乳量の低下と副産物の減少などにより、ある頭数規模をきかいとして、少頭

数よりも多頭数の生産費の増加をきたす現象をいうようであろ。

北海道の 42年における 7，...._ 9頭の低生産費を底として、それよりも 1O""'_ ，1 4頭の 10 0 Kタ当たり

生産費が著しく高くなれば‘それが断層性の現われとみられる。しかし、 42年の 10 0 Kc当たり生産

費をみると、 1 O，...._ 1 4頭以上が乳量の低下あるいは畜舎施設や牧草機械などの資本費用の増加などで

7，...._9頭に比べて減少しでいないが (20，...._29頭除外しこの程度では断層性とはいえない。

.3υ? 年か らい山A口2年何まで切の数蜘値働カか川ミら淵概括肘すあ社仏とじ‘J多頭蹴イ化ωヒり』にはこよる牲生産鵡費イ峨丘賊減劇慨f傾蜘頃
つo

参芳のため‘多頭化による生産費遁減の例として、ニューヨーク州中部平坦地帯の事例を掲げた(第

5表〕。
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第 2 表 年次別・飼養頭数規模別の牛乳 10 0 1匂当り生産費(北海道)

飼 養 頭 数 規 模 月1] 北海道

2 5 4 5.-."，6 7'-""9 10'""-'1415.-."， 1920'""-'29 平井]

飼育 労働!誌lf42 1，168 1，012 812 701 640 558 403 775 

1，301 1，001 922 724 665 620 502 397 416 772 

費c; 1，747 1，699 1.730 1，763 1，737 1，865 1β62 1，749 

伺 事?
2，328 1，595 1，384 1，501 1，452 1，500 1，466 1，776 1，977 1，527 

(内購入飼料割合JJ4529 

447 460 46β 486 525 A呪5 5虫口 488 

465 3玖5 41.4 483 388 43.1 47D 540 61.4 432 
ノ

乳 牛償却型らi42 
287 295 312 324 369 359 535 332 

302 286 302 288 ろ19 304 373 372 443 303 

ニE【 r~門1592 
3，202 3.006 2日54 2，788 2746 2782 2β00 

(イ)小
3，931 2，882 2.608 2513 2，436 2，424 2，341 2，545 2β36 2，602 

直接材料見II5A9 2 
43 32 23 25 18 17 20 25 

60 33 31 23 18 23 15 14 17 27 

[42 127 80 74 66 64 68 71 75 

建 物
授il39 111 74 73 60 66 50 53 36 66 67 

設l:; 107 82 82 86 75 76 56 83 

長 具
168 64 47 62 63 65 63 50 53 67 

265 296 286 288 259 248 312 279 
賃料々

171 223 206 215 248 232 235 238 236 223 

ザ2
5β04 3，521 3，335 3，277 3，179 3，197 3，259 3，340 

(吋費用合
39 4509 3，300 ろ，000 2f387 2853 2β11 2714 2日96 3，210 3，0日夕

山 x 1日o( 842 日54 856 85.1 86.1 87.0 85$' 日55

872 87.3 869 87.0 85.1 862 863 87.9 883 865 

第 1次生産開/1A52 9 
3，127 2，988 2730 2，587 2，539 2，553 2，196 2695 11 

ろ，163 2736 2512 23.94 2，412 2，344 2129 1，918 2，032 2:169 • 
第 2 次生産費diA2 

3，588 3，393 3，117 2，985 2~03 2，918 2680 3，090 

39 3，597 3，106 2β55 
/ 

2717 2，770 2，697 2518 2231 2;437 2828 

1頭当り間飼4152 
441，0 408~ 340.1 2766 2642 2:;0，3 195:1 も17.2

6740 491.7 485.1 387.2 347.5 3047 2764 246，0 2526 ろ97.3

考販売価額(; 3，581 3，680 3，673 3，700 3，720 3，675 3，683 3，684 

2日57 2日47 2908 2920 2946 2，946 2，969 3，015 2，861 2921 

資料 昭和 39年‘ 42年産‘北海道農畜産物生産費調査成績による。
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(第 5 表〉

(2) 1頭当り産乳量と生産費

牛乳単位量当たり生産費でみられる多頭化の有利性は‘ 1頭当たり産乳量の増加のもとで発現する場合

が多い。との 1頭当たり産乳量水準が牛乳単位量当たり生産費に及ぼす影響は‘乳価が高ければ高いほど

低滅的に作用する。

第 3 表 ニューヨーク州中部平坦地帯における農場当り乳牛頭数と牛乳生産費の関係

396酪農場 1963-64年

• 
農場当り乳牛頭数 1頭当り販売 牛乳生産単位

範 囲 エE乙 均
農場数

乳量ポン ド パーセント

6 - 1 9 1 5 2 8 ヌ160 6 2 

2 0ー 29 2 4 5 1 ヲ~. 8' 0 0 6 1 

3 0 -3 9 3 4 6 4 1 0， 5.4 0 6 4 

40 - 4 9 4 4 9 4 1 0， 5 B 0 6 2 

5 0 -5 9 5 4 5 2 1 0， 9.8 0 6 3 

6 0 - 7 9 6 B 5 5 1 1， 0 6 0 6 5 

8 0 -9  9 B 9 2 3 1 1， 4 3， 0 5 7 

1 0日以上 135 2 9 1 0， 5 B 0 6 4 

資料: 工藤嘉郎訳「ニューヨーク州中部立坦j也帯における商業的酪農の展開」

東北農試農業経営部研究資料NO. 1 O. 1 9 6 8. 2による。

牛乳 10 0ポン

ド当り生産費

6.2 5 ドノレ

5.0 7 

4.5 5 

4. 1 9 

4.2 4 

4. 0 1 

3. 9 1 

3.7 5 

第 4表によって、 41年における北海道の t頭当たり産乳量類別によって、 1頭当たり労偉牌R酬と、 100

K9当たりの生産費と労働報酬をみると、 1頭当たり労f勝投酬では I→Vと高まるが‘ 1 P 0 K9当り労働費

.似の費用は I→Wと低下するo その結果と山口口悩たり労働報酬は I→N.Vと高くなるo

(第 4 '表)

牛乳 10 0 K9当り販売価額がほとんど一定であるから家族労働費以外の費用の最小の点、が、最大の家族

労働報酬の点である。かりに、とれを経営全体からみた産乳量水準の最適点とみなそう。とすると、女約

6千K9あたりが経済合理的な窪乳量水準だとしえる。もちろんiこの産乳量水準は、牛乳価格はもとより、

飼育牛の産乳能力‘飼料作面積‘労働力などの条件のいかんで一律にはいえない。

参考のため、先のニューヨーク州の事例を第 1図に掲げる。

要するに、多頭化によって生産費を低減し‘所得を高めあには、多頭化によって産乳量が低下してはな

らない。別にいえば、産乳量水準を高めながら多頭化するととが、多頭化の有利性を高めるための必要条

件である。
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第 4 表 1頭当り産乳量と生産費 北海道昭和 41年

H nr 1¥; 

産 手L IEE53 L 水 準

1 頭当り換算乳量(Ko 2，737 3，70 1 4.462 5，458 6.4 10 

調 査 F 妻女 9 62 86 67 2 1 

さ く 乳牛頭数 6.1 6.6 6.2 ス1 6.7 
964 808 735 6 1 7 534 

779 725 736 8 1 0 8 1 7 
牛乳 100調料費 自給 1， 342 955 87 1 75 1 683 
Kタ当り生産 f言十 2，1 2 1 1，680 1， 607 1，5 6 1 1， 500 
脅 (円)乳牛償却費 46 1 270 257 264 247 

物 よ威え主 1 1 7 66 59 64 47 

具 費 127 90 7 2 58 55 

用合計 4.207 3.247 3.050 2，842 

2次生産費 4.106 3，1 19 2，874 2，579 

与 60.0 72.2 7 4.5 72.3 
換算 T頭当 敷料搬出入 24.9 3 3.1 33.4 3 6.5 3 2.7 
り労働時間 さく乳、処理 1 24.8 1 1 8.5 1 27.4 1 4 0.9 1 54.0 

f時〕 牛乳運搬 2 1.2 1ス6 2 1.3 1 6.4 1 9.2 
σ1 他 2 6.0 5 5.4 5 2.5 55.3 45.3 
言十 256.9 296.8 

1頭当 1)牛乳生産額 f円〕 日5.121 116.396 

1 0 oK泊り牛乳販:売額 f円) 3.1 1 0 3，1 45 

1 0 oK餅働費以外の費用(円) ;J， 1 42 2，3 1 1 

1 OOK9家族労働報酬 (円〕 iご〉 32 834 

(円) どご込 H76 3 0，8 66 

農林省昭和 41年産畜産物生産費 昭 43. 1 2 

第 1図 1頭当 b牛乳生産率別飼養規模と労働所得の関係

労働所得
ト〉レ Jノ!

/ 
12，000 

......... 
，F J/  ヱも5 T 01 b目. r mo 

/' 

JF  / ' • gpO 

v 
ゐ/'

剛魯

コ

ー-
J// 

----ノ/----申00 to ユ.1，499ユb日

主~こ
噛-

レィ/

6，00 

3 (JO 

-3.00 

寸-lues 印刷凹bs

。 20 40 6-0 80 100 120 ~O 

農場当 D乳牛頭数

資料: 第 5表VCI百|じ口
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2. 酪農経営による自立化の内容と限界

(1) 白あ経営の所得水準

自あ経営の概念についての説明は省略する。こ〉では便宜的にすぎるが、農林省「農業の動向に関する

年次報告」のなかの農家経済調査にもとずくところの、次に述べる自立経営の所得水準をいちおうのメド

とする。

これでは、 3 9年 74万円、 4 0年 83万円、 4 1年ムL亙巳、 4 2年 10 3万円でああ。北海道の

4 1年度農家経済調査農家のなかで、 92万円以上のものは 22. 1係、 42年は 50: 6 ofoである。

(2) 酪農単一経?、?の規模別比較

第 5表によって‘①さく乳牛頭数と農業所得の関係をみると‘ 7，....，， 9頭 (zj頭〕でも 92万円には達

していない。したがって‘農業所得だけによる自立化の限界は、 7，....，， 9頭よりも多い 9--1 0頭のへんと

推測される。さらに略農所得だけで家族家計費 92万円を充足できるさく乳牛頭数の限界レなると‘さら

.に多頭数のところである。

(第 5 表)

②酪農所得で家族家計費を充足できない農家は‘他の農業(経営部門〕所得で充足し‘それでも不足の

場合は農外所得で充足するか、それとも家計費をきりつめるかのどちらかである。

第 5 表 酪農単一経営の規模別経営収支 (北海道昭和 41年農家経済調査〕

区 介 単位 頭 口頭以上

集 言十 円 数 戸 1 5 1 6 3 8 1 8 

家 族 農 業 従 事;話者 人 2. 7 3 2. 6 9 2. 9 3 3.2 3 

自家農業労働時間 時 4. 8 2. 5 5. 4 3 9 5.9 4 6 6.8 5 4 

'経 営 -耕 地 回 積 3.. 5 2 8.8 6 5 9.ろ 7 5 8.8 1 0 8 3. 0 

農 業 資 本 額 1.0 00円 1 7 2 4. 7 257 8.9 3 1 1 4. 1 4 0 3 8.3 

主の '~flj 雑穀 ま め 類 3.. 1 2 5.6 1 0 o. 1 日 8.2 8 0.3 

作な目付作規模育
、¥ も 類 11 2 3. 1 2 1. 1 2呪A 2 4.3 

工 ゴて工士芸乙 作 物 11 2 5. 1 4 0.8 5 9.0 4 8.2 

さ く手l牛頭数 頭 3.5 5. 6 ス7 1 2.9 

農 業 粗 収 1，0 00円 9 7 2. 4 1 4 7 6. 8 1 8 3 2. 9 2 5 1 3. 4 

ゆ
ち 宮古 農 11 7 3 4. 3 120スヲ 1 5 2 6. 4 2267.3 

業 経 持国~ 費 " 5 4 2. 8 7 8 2.5 105 6.5 1 4 2 3. 5 

ち 動 物 11 1 4 1. 8 1 8 1. 5 2 3 8.5 3 5 9. 6 

つ ち 飼 料 " 1 1 3. 7 2 o. O. 7 2 8 8.7 4 0 4. 5 

農 業 所 得 H 4 2 9.6 6 9 4.3 7・7 6.4 108虫?

農。 外 所 /手「守日 11 2 1 6.0 1 4 4. 3 9 8.5 4 1. 1 

農 家 所 午尋 11 6 4 5.6 8 3 8.6 8 7 4.9 1 1 1 3. 0 

家 族 家 言十 費 11 6 3 8.4 6 4 O. 9 7 5 9. 6 9 2. 2. 0 

農 家 経 済 人刀て， 乗1 11 3 5. 1 2 1 3.0 1 2 3. 9 2 0 0.9 

農 業所得÷農業組収益 ofo 4 4. 2 4 7. 0 4 2.4 4 3.4 

農業資本 1，000円当り農業純生産 円 251 274 2 5 4 278 

自家農業労働時階り嘉勢世産 H 899 1， 2 9 8 1， 3 3 0 1， 6 3 6 

1 0 3..当り農業純生産 1.0 0 0 P: 8.2 1 o. 7 1 O. 4 1 O. 4 

家族家計費÷農業所得 q馬 6 7. 3 1 0 8.3 1 0 2.2 1 1 8.2 

農業所得 一 9 .2 万円 1，00 0円i三L 4 9. O. 4 企』 2 2 5.7 乙三込 1 4 3. 6 1 6 9. 9 

農家所得 一 9 2 万円 " 乙ご込 2 7 4. 4 乙三込 日1.4 乙斗 4 5.1 1 8.3. 0 

資料 農林省‘昭和 41年度農家の形態、別にみた農家経済、昭 43. 8 
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しかし、酪農単→経営といっても、酪農所得のほかにかなり多くの農業所得をえており‘いわば複合酪

農のかたちをとるものが多い。

③多頭数の(1 0頭以上〕の生産性・収益性を、少頭数(3 --4頭)と比べると、資本生産性、土地生

産性ではすしてちがわないが‘労働生産性とくに農従者 1人当り所得は著しく多い。しかし、 1 0頭以上

の多頭数陪農による自立農家といっても、日本的な小型の自立経営というだけのととである。

④ 1 0 0 Kタ牛乳生産費の 50場以上を占める飼料費は少頭数と寸てして変わらないが、労働費や農具費、

建物費などが低減して割安となり‘それに 1頭当たり産乳量の上昇が伴なえば、多頭数の費用効率はいち

おう高まる。

(3) 賂農経営自立化の問題点

多頭化を有利なものにするには、黒柳助教授の生産費調査にもとずく相関の計算結果(第 6表〕による

と、 1欠のようなととカ1いえる。

(第 6 表) . 

⑦ 1戸当 1)き〈乳牛増には、耕地規模拡犬と機械が必要であり、機械化をストップしでも 1戸当たり飼

料面積を増大するととO

② 1頭当たり乳量を増すには、良質の牛と T頭当たり飼料面積の増すは大きな意味があり‘その際、飼

料面積よりは牛の質がものをいう。

③ コストダウンには、労働費と飼料費の双方の低下が必要だが、さく乳牛頭数を一定とした耕地増‘機

械化、さらに耕地を固定したさく乳牛頭数増は無意味であるとと、機械化を急がずともさく乳牛頭数増

は費用を低下させられる余地のあるととが示されている。

農林省技術会議の「目鰻に関する試験研究の段階目標Jでは、北海道では経産牛 20--30頭程度の放

牧方式による低廉な牛乳生産が可能となろう。と述べている。また‘草地やほ場の規模が比較的大きし

かっ集固化しているので‘大・中型樹戒が比較的導入し易し飼料の自給率と生産性の高い多頭飼養の展

開が期待される‘とあお。

しかしながら‘飼料の自給率が高くかっ生産性の高いことが、ただちに低廉な牛乳生産と結びっくかど

うか。飼料の自給率が高いといっても‘自給飼料の費用がかなり高い場合もあるし、また労働生産性が高

い山とUしい内1η叩つ引ても‘ 機糊械や怖施設肝の費矧用負鮪担の町ため叫収益拙性性が州胤カが州雌E可イ低丘下刊すあ此とな机れば問問題駅でで、あ抗るo い吋ずれ如批にこせ叫よ‘ 日.

的な多頭飼養撹町体系の確立が急務である。

ラ〈 3ど 〉ど

との介析的考察での使用データーは、農林省の「牛乳生産費」と「農家経済調査」でああ。したがって‘と

れらの資料の性格上、経営自立化の分析にそぐわない点が少なくない。

また乳牛多頭数飼育の経済性の介析といっても、費用分析だけでなく、経営技術的分析結果でもって補完し

なければならない。

さらに‘乳牛多頭化と経営自立化と結びつけるには.酪農部門と複合部門との結合関係、多頭化の条件、多頭化

の過程などについての分析結果をふまえて考察しなければならない。
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第 6 表 経営内部改善指標の相関

( 1) 多頭飼育化と耕地規模、粗御料、機械化

T I 影響 標 さく乳牛頭数

O. 9・88 

O. 9 8 4 

0.8 7 3 

0.9 8 4 

耕地面積と農具費/労働費

重相関係数|飼料作付商積と農具H/労働費

1頭当飼料作付面積と差是具設/労働費

農具費/労働費を固定した耕地と

飼料作付面積と

偏相関係数 " " 1頭当官司料作付面積と

0.9 9 9 

0.7.2 4 

0.2 4 3 

0.9 2 4 • 
耕地を固定した農機具/労働費と

飼料作付面積を固定した農具費/労働費と

1頭当飼料作付面積を固定した農具費/労働費と 0.7 9 3 

(2) 乳量増犬と牛の質‘粗飼料P多投

旦/
尽ン 響 標 1頭当乳量

重相関係数|乳牛評価額と 1頭当飼桝作付面積

I 1頭当飼料作付面積を固定した乳牛評価額と
偏相関係数|

乳牛評価額を固定した 1頭当飼料作付面積と

O. 9 4 6 

O. 9 0 6 

0.7 6 7 

伊) 1 0o f匂当生産費の低?と労働費‘飼料費の低下

影響指 標 生産費

1
7ノ

• 
重相関係数|労働費と飼料費

飼料費を固定した労働費と

労働費を固定した飼料費と

偏相関 係 数 | さ仔L牛頭数を固定した農具費/労働費と

農具費/労働費を固定したさく牛頭数と

耕地を固定したさく乳牛頭数と

さく乳牛頭数を固定した耕地と

O. 9 9 8 

0.9 9 5 

0.9 9 3 

0.5 5 2 

乙込 O. 9 0 1 

ζ込 O.4 0 9 

O. 1 7 6 

注 農林省生産費調査より算出‘ 11頭当」とはさく乳牛 1頭当の意味

出所 黒柳俊雄、北海道酪農の発展条件‘北海道農経学会「北海道酪農の再検討J

昭 43. 9 ‘8頁より。

/ /←  
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プ シンポジウム肉牛振興の諸問題

肉専用牛の生産技術

1. 北海道の肉牛飼養珂況

座長平賀-即稔

(北農試畜産部〕

太田三郎〈道立新得畜産試験場)

現在、北海道陀飼育されている肉用牛は約 2万6千頭 (43.2. 1現在)と推定される。北海道の肉

用牛か飼育されはじめたのは、 昭和 25--26年からで、主とし丈国.道・町村貸付牛として導入

したのかはじま bでふるD

肉用牛を飼養しているのは、共同放牧地在どの形で草地条件には恵まれているが、酪農経営Kは

困難か、あるいは不適当在地域の農家台よび凶漁対策を目的として導入された沿岸漁家である。そ

小ため、飼養技術の未熟も ~l? 、一進一退の時期もふった。しかし、近年は無畜農家K砕ける地刀

対策の必要性か再認識、切れ、また、牛肉価格も順調r推移したととから、畑作専業農家や稲作地帯

陀公ける導入も培加してきた。

肉牛飼養vc関する統計数値を第 1--4表r示した。本道の肉用牛飼養戸数は 6.950戸、飼養頭数

25，500頭で1戸当り 3.7頭(43. 2. 1農葬調査)とを打、 10伍聞に頭数は 11倍、戸数は 4.6倍r伸

長した。

全国飼養頭数r占め号本道肉用牛頭数の割合は小さいか、全国的減少傾向のをかで、お年の 0.2

%から 43ta三には1.5%まで増加した。

• 

本道陀飼養されている肉牛品種は、黒毛和種、日本短角種、褐毛和種目の砕か大半を占めて . 

いるか、近時洋種牛わ導入かすすめ鳥;(1._ヘレフォード種、アバディーンアンガス種、シヤロレー

種も増加してきている。

本道VCj:，-，ける肉用牛増殖は、道内資源か乏しいので道外からの輸移入か大半で歩る。そのうち41

年以降の制度導入実績は、 41住 591頭、 42伍 2.611頭， 43伍 2.600頭と増加している。

老長、道内V亡率、ける肉牛生産振興施設の所在地と肉用牛生産振興地域指定市町村を図示したのが

第 1-2図である。

一-24一一
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;第 1表 肉牛飼差是頭数の推移

飼 養 頭 数 (頭) 害リ メE今Z、 C%) 

36年! 38伍 I40 伍 42伍 43 6J三 36年 38缶; 40伍 42伍 43年

全 国 2.339.596 2.233.148 1，796，636 1，483.909 1，525，015 100 100 100 100 1.00 

北海道 4，217 10，089 8.074 8.994 12.962 0.2 0.5 0.4 O. 6 0.8 

東 北 268.788 298.742 276.842 237.346 241，010 11. 5 13.4 15.5 16.0 15.8 

慢 東 304，801 248.503 182.688 166.392 160，372 13.0 11.1 10.2 11. 2 10.5 

北 陸 106.325 81，642 55，704 40，501 37，678 4.5 3目7 3.1 27 2.5 • 東 山 61，694 59.853 49.119 一 2.6 2.6 27 一 一

東 海 187，105 143.491 99.607 56.632 57，212 8.0 6.4 5.5 3.8 3.7 

近 畿 270，231 1~0 ， 351 119.051 83.367 78，895 11.6 8.5 6.6 5.6 5.2 

由 国 3~ 7.580 383.545 280，749 247.171 247，473 16.6 17.2 15.6 16.7 16.2 

四 国 185.302 160，475 128.106 93，136 92.699 7.9 7.2 7.2 6.3 6.0 

九 リ、11 596.696 550，430 598.714 24.1 29.4 33.2 37.1 39.3 

第 2表 肉牛品種別総頭数
(単位:頭)

年 次 総頭数 黒毛利種 禍 毛 議
日本短

無角和種
アパラ巧ーン ヘレフオ

その他
角種 アンカi;:;守重 ード種

• 33 2.482.674 1，892.958 549.460 21，072 6.911 一 12.273 

35 2.376，112 1，815.508 525，781 20，811 7，668 一 一 6，344 

37 2.296.4 78 1，774，914 490，601 20，130 8，687 39 2.100 

40 1，796，636 1，454.755 309.044 22.404 7.929 684 254 1，566 

42 1，483，969 1，216.510 232.201 25，077 7.394 862 455 1，470 

43 1，525，915 1，264，288 223，077 27.750 7.612 980 557 1，651 
、

北海道
12.462 6.683 

シヤロレ一種
460 374 

(雑種j

43 ~ー 3， 702 1 ・ーー-・ーー 167 509 
一一一

-25一



第 3 表 肉用種牛品種別・支庁別飼養頭数
(昭和 43年 2月並日現在)

l
l
M
 

道 央 追: 同 道 東 1島 北
計ロロロ 手重

石狩 空知 上 )111後志 i橋山 渡島 胆振 日高 十勝 釧路 1根室 網走 宗谷 留蔚

黒毛芳日種
194 928 1，2.08 128 1 1，199 686 1，2.06 298 468 221 16 13.0 6.683 

(67 ) (38fl) (24 ) (24) (1) (184 ) (125) (2.04) (26 ) (123 ) (5.0) (6 ) (28) (1，518) 

褐毛井口種
2 9.0 1 464 9 1 567 

(2 ) ('18) (1) (7.0) (1) 

日 本 短 角種
1.06 425 475 273 61.0 61 455 299 5.01 318 28 151 3.7.02 

(26) (94 ) (132) (97 ) (2.09) (2) (99) (27) (93) (87 ) (45) (919) 

ヘレフォード種
2 1 6 29 56 18.0 45 2 45 8 374 

(1) (1) (2) (2) (1 ) (1) (11.) 

アバディーンア 78 153 4 1.0 67 48 一 1 99 46.0 

ンガス種 (1.) (1) (2) 一 (8 ) 一 (1) (1) (23) 

シヤロレ一種
2 111 2 52 167 

(1 ) (1.) (1) (3) 

そ の 他
1 38 48 1.0 14 39 2 64 199 155 27 2 5.09 

(1) く10) (37) (2) (2) (2) (15) (17) (10) (97) 

きロ4 
1，687 713 289 1，231 1，358 1.261 1，943 91.0 789 472 177 13.0 12.462 
(43.0) (177) (282) (189) ( 24.0) (258) (132) (212) (61) (53 ) (28) (2.662) 

乳J=!3雄子牛
1.01 44 1，.034 73 282 

(12733 ) 
469 369 2.553 5;468 3..059 3.433 1，397 8.09 19.325 

(16) (16) (344) (32) (82) (88 ) (114) (763) (1，688) (786) (892) (515) ( 2.02) (5，555) 

一一 一

備考 i ) ( )内は飼養戸数す示す

ii) 乳照雄子牛 12カ月未満 12.36Cl頭， .12カ月以上 6，956頭

• • 
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第 4表 肉牛肥育形態矧l出荷 頭 数 の 推 移

雌 牛 去 勢 牛
伍 、o人- 終頭数 雄 牛 壮令肥青

(若24令肥育普通肥育 理想、肥育
3-4才〕 カ月まで)

33 伍 26 4，8 5 3 1 35，59 9 3 5，1 8 9 79.6 6 6 1 4，39 9 

35 年 3 45.4 40 167.921 4 2.958 9 6.6 5 3 37.908 

37 伍 414，09 3 1 3 1，89 9 29.1 8 0 4 9.6 4 7 1 0 1，4 1 6 1 0 1，9 5 1 

39 年 4 1 8.41 5 1 65.5 87 24，054 56.1 53 98.7 1.5 1 3 3.9 06 

40 年 52 3.95 0 1 74，83 3 27，68 8 40.6 6 6 1 1 9.7 7 5 1 60.98 8 

41 年 5 44.3 2 2 1 84，3 9 1 24，68 6 47，5 1 9 1 20.244 1 6 7，48 2 

42 年 463.578 1 44，254 25，940 46.094 98.241 1 49.06 9 

43 年 4 1 6.083 1 23.8 22 20.805 3 6.745 9 5.0 2 2 1 3 9.689 

北海道 1，543 365 409 一 769 

一一一一一一一一

2. 外国肉用牛の体型

本道K:jo'>ける肉用牛小増殖は、草地開発刑厚す基軸にして飛躍的宏伸長手企図してシ h 高率の

目標語i構想されている。この目標とする標準す要約して第 5表K示した。

第 5表 肉芹牛の標準

区 分 雌 土佳

体 体 高(仰) 125 -- 128 128 - 140 

胸囲/体高 (%) 146 -- 152 155 -- 165 

型
体 重 (K~) 450 -- 550 750 - 820 

肥育はじめ 一 12 -1  4カ月
J目AbEペ

肥育期間 120日

1 日増体分 一 0.9 K~ 
力

枝肉歩留 b 一 60 - 64% 
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@ 肉専用種増殖施設

ム 乳用雄子牛崎育又は肥育施設

Jく 廃牛肥育専用施設

口 大規模肉牛経営

第 1図 肉牛生産振興施設分布図
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第 2図

• • 
肉用牛生産振興対域指定市町村

(昭和 43伍 10月現在)

? 。

σ 

(和牛増殖又は肉用牛増殖地域指定分)
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第 6表 肉用牛各品種の測尺値(雄牛〕

l
t
ω

ロ
l
t

月令エ旨42体伽)高
十字

体t侃)長 胸伽)囲 i 胸r侃)深 胸 t叩)巾 尻(c;m)長 盟巾 1寛仰)巾 坐」，侃骨.¥巾 管(侃)囲 体(Kg)重部(仰)高

7 バディーンア 124 124 153 205 70.2 55.5 52.5 !i2 
50 37 

21.5 617 

24 ンガス種 123--125 123-125 153-153 206-204 70-70.4 57-54 53--52 51-53 21-22 603-631 

ヘレフォード種
120 122 151 199 70 53.0 55.0 52 46.3 35 21. 7 612 

カ
117-123 120-124 148-156 194-204 69-70 48-56 53-56 50-54 46-":'47 34-37 20.5-22.7 570-676 

シヤロ レ一種
130 134.5 164.5 207.5 72.5 56.5 54.5 

53 57 
36.5 24.8 753.5 

128-132 132-1.37 164-165 210-205 73-72 57-56 55-54 37-38 24.5-25.。758-749 
月

黒毛和種

メ寸3』

日 本短角種 1)0""') 

アバディーンア
127 129 167 218 74 57 54 54 54 45 22 755 

36 ンガス種

ヘレフォード種
124.5 126 161-5 215 72.5 53.3 56.5 57.3 56.5 35 23.3 741 

カ
123-126 123-129 153..........168 203-227 71-74 53-61 55-59 54-61 50-62 お -37 23.0-23.5 705-832 

シヤロ レ一種
133.5 137 179 223.5 76.5 61 59.5 56.5 60 24.8 930 

130-137 134-143 176-182 222-225 76-77 58"'_" 64 60-59 56-57 59-61 43 
24.5-25. ( 910-950 

月
f吋 )1 ~ 6iS fo，.f J及)- 年。 J乙 庁. //7 

黒 毛 芳刻口叩種 1)0 p手? ~'7J 

A 寸3

日本短角種 1) 

7バディーンア
1'29 129 167 232 78 64.5 58 59 60 43 23 847 

ンガス種
48 126 126 163 210 73. 60 55 55 54 35 23.5 

ヘレフォード種
123 -128 122-128 153-171 207吃 12 72-74 57-61 50-58 54-56 51:--58 34-36 22.0-21. 5 

740 

カ

シヤロレ一種 一 一 一 一 一 一 ー 一 一
月

メ寸2ヨN 

黒 毛和種

日本短角種

J-iI( ヲ'tf( 10/'べ?10ユ
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現在、新得畜試では、外国肉声牛としてはヘレフォード種、アバディーンアンガス種、 シヤロ

レ一種を繋養して会り、とれらの特性す調査しつつ、耐寒飼養・放牧飼養・肥育能力をどわ試験を

行合っている。とれらの品種の能力としては、発育、飼料利用性、肉質、また管理の面からは性質

までも重要企要素とをるわ村である。当場でとれまで飼養Lた各品種の尺値を示すと第 6表わょう

V:~ る。

また、雌牛の月令月11体重比較を第 7表r示した。

算 7表 肉牛品種の月令矧l体重・雌牛
(単位 K~ ) 

~積一\旦二金 とと 時 6 カ月 12カ月 18カ月 24カ月 摘 要

ヘレフォード種 30.6 177.7 272.4 348.0 434.0 生時体重 2産目平均新得畜試

アバディーンア
23.9 171.0 262.5 (393.0) (389 ) 

生時体重1産自平均 )内
ンガス種 輸入牛 新得畜試

11 26.5 173.0 267.2 321.0 387.8 岩手種畜牧場成績

日本短角種 31.9 211. 6 281.6 339.0 405.2 新得畜試

シヤロ V 一種 ー
8カ月令 9カ月令

一
25カ月令

新得畜試(国内購買牛〕
240.5 267.0 507 

一
/ー/

3. 当場V旬、ける試験成績

(1) 粗飼料多給の若令肥育

肉牛わ若令肥育は粗飼料す多伊した肥育笹で争る。とわ特性を別用し、牛肉生産費に大きを比

重を占める濃厚飼料F給与量す節減し、経済的合肥育争行方子う目的で、 昭和38年以降、主とし

てへレフォード種(雄)を和牛(日本短角種、黒毛和種‘褐毛和種 )K交雑して生産した去勢牛

約 50頭を供試して、組飼料多}i3CT'若令肥育試験す継続実施してきた。とく忙補助飼料無給の放

牧励行、舎飼期Kなける組飼料の自由採食Kよる多用化古手入運動を行左わ左い省力化を原則と

して試験をすすめた。成績の要約を第8表K示した。

-31ー
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第 8 表 組飼料主体若令肥

区 供試去勢牛

期間 目 自句 方 、圧 月

ノfーt 品種 l頭数 開始!

昭 38 昭 39 HN  3 
ヶ7月

算 期 問
8月-10一一--5一一一ー 8一一 11

昭 38. 59日， 203日 109日 9J日 H B  2 4 
8.27-

春生才7牛 72夏

一
昭39.11

飼養 放牧舎飼放牧舎飼 B 4 5.5 
30 

(462品)放牧肥育

粗飼料 自採 自採 N 4 6 
次 • 段 厚 0.5- 1.0-

B 1 5 
飼 料 0.8% 1.6% 

第 昭39.7 
昭 39 昭 40

其R 間 7月一一 11一一一一 3一一 7 HN  4 7.5 
~ 

冬生れ牛若ム放牧 115日 139日 103日
40. 7 

宮司 養 放 牧; どにらコ 飼 舎飼肥育 HB  4 8 

( 357品)1回で肥育 1畳 飼 採 採自 自
次

濃 飼 0.6-0.8% 0.8-0.9% 
N 2 7.5 

日召 40 昭 41 

A 期間 7月85一日一 10一一一一 3一一一 6 HN  2 6.5 I 

172 B 93日

第
昭40.7 飼蕃 放 牧 d仁EコE 飼 舎飼・肥育 HR  2 6.5 

~ 
A区仕 18ヶ月仕 区 粗飼 自 採 自 採

41. 11 
濃飼 0.8-0.9% I 1.2 % 

H 2 7 

ゐoE)上げ、白区は翌

年さらに放牧を
昭 40 昭 41

R 3 6.4 一 k間 B 期間 7月一11一一一 5一一 8一一 11
行者い期間?延

117日 19fi日 98日 88日
長して比較

BN  1 6 
498日 飼善寺 放牧舎飼放牧舎飼

1間
次 HR  2 6 

組飼 日採 自採 • 区
濃飼 0.3 K~ 0.8 K~ HB  3 6.5 

昭 41 昭 42 
HN  2 6.5 

第
昭41.8 

期 間 8月一一一 11一一一一 5一一一一 10

~ 119日 170日 143日
B 5 7 

四
42. 10 

放牧仕上げ 飼 養 放 牧 4仁コb 信j 放 牧

(問436目、
'-J 

採
AB  2 9.5 

粗 宮司 自 自 採
次

濃 宮司 0.5 K~ 0.8-1. 0% H2N 1 5.5 

備考 i )品種記号 ヘレフォードH ，黒毛和種B ，褐毛利種R ，アンガス A ， ii)放牧は

飼料は産肉検定用飼料r準じた配合飼料?使用 iv)所要飼料中には放牧中の採草量
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育試験成績総括表

成

メ寸〉3、 体 重 増 体 枝

終了 開始 終了 全期
1 日

枝肉量 歩留
当 b 

zf 23~~ 53K8 P 306 KP 0.66 KP 33K1 9 625 % 

19 135 449 294 0.67 259 58.8 

20.5 155 447 292 0.63 268 54.2 

21 174 405 231 0.49 229 57.0 

20 125 450 325 0.73 259 59，3 

19.5 221 468 247 0.69 255 58.3 

20 189 415 226 0.64 232 58.6 

19.5 220 469 249 0.¥67 246 56.8 

18 244 501 257 0.79 291 62.0 

18 214 450 236 0.67 252 59.0 

18.5 195 456 26J 0.74 255 59.4 

22.5 189 463 274 0.59 264 59.1 

22 176 469 283 0.59 254 58.9 

22 180 504 324 0.65 263 56.6 

22.5 184 469 285 0.57 250 57.2 

21 229 514 285 0.66 281 59.6 

22 178 434 256 0.59 225 56.5 

24 223 497 274 0.64 262 58.3 

20 150 419 269 0.63 212 55.1 

中等度の人工草地か主体で、塩以外は飼料子補給しをい。

を含まをい。 V) 仕上げ期は 3カ月聞を標準とした。

一日一

績

肉 所 京官右: 飼 料

単価
濃 l享

乾 牧 草
サイレ

宮司 料 ーー ・ン

350 F弓 922 K9 806 KP 1， 18~~ 

365 843 805 1，032 

338 782 736 1，053 

325 822 817 1，142 

350 820 625 885 

423 539 766 1，455 

410 522 670 1，391 

416 574 833 1，320 

493 1，050 651 1，764 

478 824 567 1，441 

480 936 606 1，543 

475 380 1，502 1，274 

520 380 1，502 1，274 

519 380 1，502 1，274 

520 380 1，502 1，274 

564 407 930 610 

555 360 930 610 

568 407 930 610 

548 328 930 610 

jjj) 組飼料は自由採食(自採 Y，濃厚



(2; 交雑肉月牛の育成肥育

従来から本道に飼養されている肉用牛(和牛)と乳月牛(ホノレスクイン種)を母体として、と

れ.vr早熟型!の外国肉伊牛を交配した一代雑種すらびに対照として供試した和種系肉芹程をどの肉

用牛rついて、草士十わ別用と関連させて牧草の給与を主体とした若令肥育を行をい品種わ特性を

検討した。供試牛は、 8 品種各 6 頭ずつわ罰48頭で、その飼善方住は第 9 表P と;;}.~ .h. 0 

第 9表 飼養方、法

区 晴 育 期 τ月=、 成 期 日E 育 期

舎 飼 放 牧 4に23r 飼 放 牧 ~コb 飼

分
哨(56 日乳) 哨(42 日育) 全 放 牧 育成 肥育 全 放 牧 肥育仕上

O，HO 0， HD N，B， 
対照品種 D A己， H 全品種同一飼養

AO AO R，HN 
42 11. 5 -

43. 5. 10 
43.5. 11-10.8 43. 10. 9 ---12. 4 

42 4. 9 -... 7. 16 7.17 --- 10.5-

11. 4 11. 4 ( 188日間) ( 151日間) ( 57日間)
( 98日間) (11 0 8.間)(31日間)

備考 i ) 放牧期:昼夜放牧

ii ) 舎飼期:組飼料は自由採食、濃厚飼料は制限(育成期定量、肥育期体重割合で給

与)

その結果は、第 10---15表のと恥 b。

第 10表 平均増体 量(九)

〉?て
晴育其F

放牧期 放 牧 期
晴(乳則日前)) 晴乳其戸鈎 1 年 次 舎飼育成期

2 伍次
肥育期 全 期 間

56 B) I (42日)

D 6S6 898 8~;) 583 75 5 1，320 769 

AO  798 738 555 682 1，250 693 

HO  790 679 525 921 1，090 744 

N 793 465 722 950 643 

B 695 543 ;) 23 1，070 618 

AB  572 478 477 1，0 00 558 

HR  733 533 589 890 616 

HN  1，1 78 527 649 1，020 682 
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第 11表 飼料摂取割合 (DM量/体重=%)

HN  

育成打 2.32 

2.4 4 

第 12表 飼料費 (A)

• ユ:
舎飼育成期 肥育期 放牧期

牧乾草サイレ濃 ミ 厚 牧乾草 濃厚 放牧料
イ席 考

ー ジ飼料 飼料

D 5，921 3，174 6.048 2.805 12.495 14，330 56.962 口円市乳を期含飼む料代 12.189

AD  5，607 3，176 6，240 2.662 11. 095 }4，330 47，425 11 4，316円

HD  4，779 3，176 6.048 2.418 12.215 14，330 47，245 11 4，276円

N 6.223 2.901 6，240 2.376 11，760 9.050 38，551 

B 4，769 2.625 6.112 2.164 10，395 9，050 35.114 

AB  4，509 2.917 6，112 2.131 10，290 9.050 35，009 

HR  4，975 2.915 6.240 2.218 10，395 9.050 35，793 

HN  5.119 3，296 6.048 2.322 11，795 9.050 37.630 

第 13表 と殺成績(第 1次と殺分)

• 品種 MJ. :1 牛 名 試時験体終重了 絶食後 枝肉重量 校 肉
校肉単価 販売代金

体 重 (温) 歩留 b

3 D 3 号 52l9' 471Kr; 27:!r; 58.4デ 346
Po 

95，025円

D 

5 D 5 号 526 488 271 55.5 346 93，685 

11 AD  5号 472 421 257 61.0 396 101，845 

AD  

12 AD 6号 501 465 276 59.4 426 117，440 

17 HD 5号 444 417 236 56.6 387 91，380 

HD  

18 HD 6号 507 465 286 61. 5 425 121，590 

23 N 5 号 456 425 266 62.6 486 129.250 
N 

24 N 6 号 496 449 284 63.3 485 137，800 

B 28 B 4 号 393 351 203 67.8 383 77，700 
一一一一一一一
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品種 ノ拓: 牛 名 試経終重了 絶食後
枝肉(温重)量 枝歩留肉b 枝肉単価 販売代金

時休 体 重

29 s 5 号 45çf~ 24l~ 59.8デ 467円 115.285円
B 

30 B 6 号 3% 357 214 59.9 379 81，010 

31 AB 1号 420 394 240 60.9 477 114，500 

AB  33 AB 3号 370 343 206 60.1 449 92.510 

~5 AB 5号 411 373 221 59.2 458 101，245 

37 BR 1号 429 396 230 58.1 388 89.150 

1-1 R 39 HR 3号 442 407 252 61. 9 447 112.520 

40 HR 4号 386 361 205 56.8 449 92.075 • 43 HN 1号 482 453 283 62.5 485 137，325 

1-1 N 46 BN 4号 423 383 237 61.9 467 110，735 

48 BN 6号 414 389 231 59.4 456 105，695 

イ席考 枝肉単価はゴミ皮とみの価格で計算した。

第 14表 と殺成-績(第 2次分 j

品種 AJ. 牛 名
試験終了 絶 食 後 枝肉重量 枝肉

校肉単価 ゴミ皮代 販売代金時体重 体 重 (温) 歩留 b

21 0 2 号 60t~ 551K~ 31l~ 56.4現 400fI: 6.000円
D 

61 0 6 号 541 498 287 57.6 300 6.000 

14 BD 2号 602 554 335 60.5 440 6.000 
BD  

15 BD 3号 558 513 309 60.2 440 6.000 

21 N 3 号 521 479 298 62.2 460 6.000 • N 
22 N 4 号 531 488 302 61.9 460 6.000 

25 B 1 号 463 424 250 59.0 460 6.000 

B 26 B 2 号 405 3τ7 234 62.1 450 6.000 

27 B 3 号 446 438 271 61. 9 460 6.000 

32 AB 2号 402 370 223 60.3 460 6.000 

AB  34 AB 4号 422 388 234 60.3 460 6.000 

36 AB 6号 500 460 284 61. 7 490 6.000 

HR  42 HR 6号 460 423 252 59.6 430 6.000 
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第 15表 枝肉からの正肉，精肉歩留り(飼育延長)

D 種 HD 種 N A B 6号

区 分 枝肉に対 校肉r対 且_m_1枝肉r対 枝肉に対
重 互巨ヨ主

する割合
重 EEF邑. 

する割合
重

する割合
重 」主圭主ι 

i する割合

ヒ 1ノ 28 KP 1.82 7D 3.3 KP 2OF 26 KP 1.74 % 3.0 KP 2.10 持

ロ 一 ス 15.2 9.87 18.2 11. 03 19.3 12.95 20.0 13.99 

カタロース 6.3 4.09 7.8 4.73 5.5 3.69 5.9 4.13 

ノ、 フ 28.6 18.57 30.8 18.67 26.2 17.58 22.9 16.01 

• モ 弓云 29.5 19.16 33.0 20.00 29.0 19.46 26.9 18.81 

ウ ア 11.4 7.40 13.1 7.94 9.4 6.31 11.4 7.97 

ス 不 10.1 6.56 10.9 6.61 8.5 5.70 7.0 4.90 

コ -てZ 7.2 4.68 8.1 4.91 8.6 5.77 11，4 7.97 

f由 17.5 11. 36 16.2 9.82 i 8.9 12.68 17.8 12.45 

F円， おτ6 15.32 21.9 13.27 18.3 12，28 15.3 10.70 

枝肉重量(K~ 1 54.0 1 65.0 149.0 1 4 3.0 

正肉歩留(%) 84.5 86.6 87.3 89.2 

精肉歩留(%) 73.0 74.5 74.4 I 6.6 

?向 耗(K司 -1.8 -1. 7 -2.3 ←1.4 

• 
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ホルスタイン雄子牛の肉牛利用

小竹森 訓 央(北大農学部)

1. 牧草主体の生産

試験 1 11， 12， 1月生産雄子牛の 2、ンーズン放牧育成肥育(昭和40---42年)

若令放牧かその後ゎ発育にどのようす影響を及ぼすかす 6. 5. 4カ月齢開始(各群8頭

)Vlついて検討したか、出荷までの増体量には 3群聞に有意差をい 4カ月齢の早期放牧

わ可能性が指摘された。との全頭を粗飼料のみで越冬したが、粗飼料不足から 0.02K始と

発育停滞した。，しかし翌放牧シーズンには或る期間放牧地わ蹄耕造成に利用した Kもかか

わらず1.00K給増体し、とれは越冬期の発育不良からくる代償性発育によるものと考えら

れた。各群の半数に出荷前70日開放牧地で濃厚飼料す 350K~給与したが放牧肥育と比べ有

利性か認められをかった。出荷月齢と体重は 6カ月群:24カ月 500K九 5カ月群: 23カ

月 490K~ 、 4 カ月群: 22カ月 449K~で争った。各群の晴青から出荷までの濃厚飼料要求

率は O.68 K~ (肥育したもの1.46 K~ ハ O. 52 K~ C 1.35 K~ ハ O. 39 K~ C 1.19 K~ )であった。

試験 2 1， 2. 3丹生産雄子牛の 2シーズン放牧育成肥育(昭和41--43年)

50頭を供試し¥ 4， 3， 2カ月齢放牧rついて比較した。 1シーズン目放牧では草生不足

から重放牧?に./)る結果とを bそれぞれ 038， 0.35.0.32K% の成績に終わったが、越冬

期と 2シーズン邑放牧で遅れを取打戻し、 2カ月齢放牧の可能性か認められた。試験 1の

4 カ月齢放牧群の 1 シーズン目増体は 0.58~VEJ で歩ったととから補助飼料をしの若齢放牧

では開始月齢もさるととをから放牧管理か大きく影響するとしぺえよう。試験 1でも同様で

争ったか、 1.シーズン目放牧直後と 7--8月r約 1カ月聞の発育停滞かみられとグ、時期の

補助飼料わ必要性か示唆された。越冬品目にけ各群の半数ずつに濃厚飼料 85K~ と 200K9給与

したが、とれも粗飼料不足首、ら 0.08K:勾と 0.15K:か色r終わったo しかし乾単だけの越冬で

• 

O.4K伊成績(天北農試げiIもあり良質問内充分量与えれば或る程度の濃厚飼料で、 . 

0.4 --0.6K始の増体す維持できると考えられる。とれら供試牛は 2シーズン目放牧終了後

試験 4わ仕上げ肥育試験(18頭ハ 3シーズン放牧試験(18頭 )VC供し残りは生体販売

した。

試験 3 10 - 3丹生産雄子牛の 2シーズン放牧育成・肥育(昭和 42-44年}

とわ試験では濃厚飼料給与量と給与時期の効果をしるために、①晴育期わみ給与②晴

育期と越冬期に給与 ③哨育期と 2シーズン目放牧r給与 ④晴育其旬、越冬期合よび 2シ

ーズン目放牧r給与の 4処理を試み、現在 2シーズン目放牧中である。

試験 4 放牧士官rなける予備肥育か仕上肥育r及ぼす効果(昭和43，44年〉

2シーズン目放牧後わ仕上肥育に去、いて放牧士官で 2カ月間、 1カ月間濃厚飼料を給与し
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• 

• 

たものとそうでをいもの 3群(各 6頭)について放牧終了後 4カ月間仕上肥育したが、発育

飼料要求率、枝肉歩止り企よび枝肉単価K有意差か認められ合かった。出荷月齢は 25.5カ月

出荷体重仕それぞれ 495，472 ， 472 Kg.で争った。

鼠j.J:k1 ~ 4の結果かた牧草す主体とした育成肥育では各時期わ増体目標す哨育期(代用乳晴育)

0.7 ---0.8 K，始、 1シーズン目放牧(若干の濃厚飼料)0.7 ---0.8 K，始、越冬期(或る程度わ濃厚飼

料)f).4 --0.6 K始、 2シーズン目放牧(放牧のみ)0.9 --1.0 K均とすると 2シーズン放牧終了の

24カ月前前後rは 550KII以上で出荷でき、とれに喜子する濃厚飼料は 500--800 KIIと考えている。

2. 拡ミ厚飼料主体の生産

試験l 乾燥澱粉粕配合飼料と稲わt-vc-よる肥育(昭和41--43年〉

澱粉粕の活用と稲作地帯Vl'i:'ける肥育を目的とし、乾燥澱粉粕50%配合飼料を体重の 2.1.

%と稲わらとで 9 カ月齢の去勢牛 7 頭を 8 カ月間肥育したととろ1.00K~白の成績が得られ澱

粉粕か牛肉生産の濃厚飼料源として有効K別芹できるととか示された。肥育全期の飼料要求

率は肥合飼料 6.66KII、稲わら 2.38KIIでがったが、肥育か進み体重か大きくをるrつれて飼

料要求率か増し、特に濃厚飼料で著しく、濃厚飼料主体の肥育では仕上目標体重をどの程度

rするかが大き左問題と考えられる。出荷月齢と体重は 16.5カ月 434KIIであった。晴青から

出荷までの濃厚飼料要求率は 5.10KIIであった。

試験2 濃厚飼料給与水準か肥育効果に及ぼす影響(昭和 43.44伍}

こ1-均体重 270KIIの去勢牛 18頭す 3群r介け43住 10月かι濃厚飼料争体重め1.2 %‘1.59ら

1.8 %と乾草.(自由摂取)とで肥育子行合って告 b、 7をいし 8月vl'出荷を予定しているが

1.5 %群と1.8%群とでは発育にほとんど差は合〈、飼料要求率わ点で1.5%か優b、乾草

自由摂取の条件下では1.5%程度め給与が望ましいと思われる。

消流面からみた肉用牛振興上の諸問題

高 山 康 次(ホクレン畜産事業部)

1.北海道肉用牛生産振興方針(抜すい) (昭和 42年 8月 17日決定)

第 8 流通改善につい古

肉用牛生産振興上流通機構の合理化による適正価格の形成か極めて重要であるので、つぎによ

b流通の改善を図るとととする。

. (1) 計画的生産出荷態勢す確立するため、農協系統による出荷?推進するとともにその他関係団体

の指導を強化し、-適正価格取引を推進する。
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繁殖基礎雌牛ナよび肥育素牛として販売される肉伊種をらびに乳用雄仔牛rついては、産地家

畜市場;(1{ないて適正かっ正常f取引か行まわれ否ょう強力r指導する。

(2: 

" J"'. 

-
A
u
A

一 食肉として、と殺販売するもわについては、枝肉市場にさ、ける規格取引す推進するとともに.(3) 

食肉センターの運営rついても適切を指導改善守行すい、流通過程わ合理化争促進する。

流通の態様別区分2. 

機能別区分(1) 

繁殖基礎牛として消流する場合ア

肥育用素牛として消流す乏場合イ

肥育牛(肉 jとして消流する場合ワ

'
H

『や
真
十
(
;
i
f
i
l
i • 商品形態別区分

生体で消流する場合

肉島るいは肉製品として消流する場合

ア

(2: 

イ

etc. 枝肉，カット肉，精肉，包装肉，肉製品

方式用!区分(3) 

市場(産地家畜，枝肉等)で消流する場合…………セリ') 

随時相対で消流する場合イ

言1'@j(l{もとづき予め契約して消流する場合(契約内容によ b差異争 b) ウ

牛肉の消費3. 

肉類消費の地域月11傾向(1) 

購入金額でみると関東、東山は豚肉か多く、近畿はやは打牛肉か多い。九州では牛‘豚、にわ

• 
とりとも大体平均して購入されている。

-40一
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肉類全体の購入金額は全世帯 1日当打で 59円、種類別では豚か 27円、牛が 18円、(注)

鶏 11円で歩る。

職業}jll肉類購入金額の状況(3) 

職業別にみると経営者層が購入金額か最も多〈、牛，豚，鶏のすべて rついて他の職業よ b多

い。特に、牛肉は平均購入金額の 2.6倍も購入している。

次r、肉類購入金額の多い自由業、職員は豚肉、鶏肉わ購入金額は同程度だか、牛肉は自由業か

高く、牛肉は肉類の中でもっとも購入金額の職葬差か大きいととか特徴的である。

にコ
その他の肉

回
納

肉類購入金額職業別構成比

凡例 E霊園 仁コ
牛肉 豚肉

(4) 

3.6 

3.9 

40.1 

47.0 

47.0 

38.2 

t2.1 

45.3 

44.2 

48.1 

45.7 

会
社
団
体
官
公
庁

無

個
人
営
業

自

(F. 

]00% 80 60 。
注:肉類入手金額計を 100とした肉類別金額割合で争る。• 肉類加工品の購入状況¥5i 

肉類加工品の世帯 1日当 h購入金額は、全国平均で約 12.6円、都市部は約 14.4円、農村部で

は8.9円と都市部の購入金額の高いのか特徴的であるo

職業別には、経営者層が最も高<28.1円、‘自由業16.7円、職員 16.5円、商工業、サービス業

13.5円、常用労働者 10.8円、農林業、臨時労働者、漁業は低〈、最低ゎ漁業は 6.8円である。

一般小売段階の問題4. 

一般小売庖の業態(1) 

「商 3労 7J経営

買出一一運搬一一洗糠一一分割ー選月Ij一一調理一陳列一一注文聴取ー配達一一庖頭接
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客

ウ 水rぬれ.~:職場、服が汚t1.~職場、臭気か身体rつ〈職場

エ顧客動員範囲半経 0.5-:--1 Km 

オ動員数 200 --500人(含そうざい類)

カ客単価 70 --80円

キ労働力 家族 3--4人，雇人 1--2人

ク マージン率 3o % ( 26.5 % 4主缶指標 j

(2: 商品の変動性と多様性

ア牛肉の価格差

東京枝肉(K，q J 円)

※44.6. 22 

和牛 メ ス

和牛去勢

乳牛メ ス

乳牛去勢

イ 精肉 1009-当り小売価格 (44.3.15)円

一----
特 選 極 上 上

、、

ヰL 幌 3S8 167 123 

東 万L 268 21 3 183 

大 阪 241 1.82 130 

(3) マージン率低下の方向

481 -- 840 

5 3 7 -- 8 1 5 

3 7 3 -- 6 5 1 

434 -- 533 

出

9 7 

13 9 

1.12 

並 コマギレ

83 

114 9 1 

94 

ア 小売段階で個々に行宏ヲている生産的、価値付加的労働すそれ以前の段階で大規模、集中化

す否。

イ コンスタントでしかも最終需要の変化K対応できるようま供給体制確立

ウ 規格、均一的品質の肉ゎ大量生産

エ 微細号品質差、味覚差rとだわる消費者習慣の変換

(41 新しい動向

7 都心部内至副都心部から新開住宅地へわ移動

庖開設

イ 外食関係市場への進出

一般食堂，ホテル，料亭，工場・会社・官庁食堂

ウ マークツテイングの方向

げ) ロース，最と肉ーう高級住宅地

-42ー
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lイ) 上，中肉ーさ一流食堂，ホテノレ，一般住宅

(ワ) 中，並肉一歩一般食堂，低所得住宅地

匹) 並以寸ご，内臓類-→大衆食堂，特殊飲食庖

5; スーパー精肉部門わ現況

(1) 委託と直営

委託 57%、直営 43ro ( 42年〕

昨年昔、た今昼rか付て、委託から直営Vて切りかえるスーパーや、新規ー庖舗では直営rする処か

ふえている。

(21 委託方式と歩合

歩合制か大半、他付家賃がよび歩合と家賃ゎ併用

歩合率 4 9ら---12% 平均 7.7% 

(31 荒利益率

全体わ 74%か 17---23%の間で、平均では 21%である。

(参考)

。

(41 商品回収率

平均 91. 9回

全体の 44.5%が 55 --90回

全体の 24.5%か 49回以下

~ニt

セノレフサービス庖わ荒刑益率分布

全体の 22.2%が 100 ---149回 (注) 一般精肉庖では 67.9回

6. r主婦の庖ダイエー」ゎ食肉事芽

(1) ダイエー(本音[t:西宮市，資本金 3，200万円)は吾国最大のスーパーマーケットチェーンで、
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庖舗数回、 43年度売上け伊は 750億円、 44伍け 48庖 1.100億円を目標としている。

(2; 創葬以来食肉部門r力?入れている。食肉部門43年度売上推宕 60数億円、 48年度目標 300億
7J?， ~rro{Jλ [90 

開以上(年間牛か 54，000頭、豚 27万頭)

(3) 最近、大阪府下の北部ベットタウンで歩互茨木、香里闘に新庖舗を設けたか両庖共、とれまで

わ郊外スーパ-(i'概念す打破 E大型庖舗で歩り、両庖の食肉売場の概況は次の通bである。

ア 両庖共食料品フロアの臭r広いスペースをとっている。

イ 対面販売用三段陳列 (1.8m)か 3本、オープンケース (2.4m)か 5本、うち冷凍品用か 1本、

加工品丸物用ケース (2.4m )討 19.8m で争るo

ウ チキン、ハム、ソーセーシスライスもの、豚テキ、カッ、ミンチはすべてプリパッケージに

よるセノレフサービス 1本にしぼっている。

エ 対面販売は牛、豚肉わスライスものとブロック肉、牛肉テキ、カツ位であるD

オ 対面とセノレブわケースの長さは 27如 73である。

カ 三之4三三一ン仕牛肉す唾ヱ立見出身、 ハ ム で は 100cj 55 --60円か出心の大衆ライ

ンt-e.'、か、牛テキ、カツもかすり売れてさ=打、しいていえば中のや〉下か中心でふる。

キ 食肉売り場1;(1'売打上げ高は、両庖共日商 60--703円と推定される。

ク 食肉売り場の従業員は、主任以下 10名、 うち 3-4名か売b場の販売員、他の 6-7名か

ガラス張りわ調理室で調整‘包装r争たってい否。

ケ 茨木庖の商圏を茨木市全域と隣接高槻市の半分、香里庄の商圏す寝屋川市全域と隣接枚方市

わ半分とみ三と、市場占有率は両庖共 7- 89らである。

7 メーカーわ動向 わの27f以土 Z35(悠f止力し一石?必〈ト、 J

8. 北海道の立場からみた流通問題

(11 道内屠殺頭数多、よび移出頭数(屠場直行のみ)

道 内 屠 殺 移 出
年 度

肉 月 牛 手L 用 牛 大 と 〈 と 牛

昭和38年 430 1 3，27 7 6.393 54，761 9，694 

昭和 39伍 939 1 8，224 8，599 66.3 1 1 13，301 

昭和40年 839 2 3，8 8 1 4，739 7 6.6 38 21，985 

昭和41年 293 1 6，6 21 2.242 61.3 5 3 24.785 

昭和42年 433 1 1.9 4 7 3，044 5 4.4 1 8 1 8.9 98 

昭和43年 504 1 3.5 1.2 9.0 61 70.450 1 7，6 08 
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(2; 肉用牛振興方針 46年度目標

肉 用 種|乳伊雄仔牛

7.400 4 1.0 0 0 

(3) 昭和 43包全国肉用牛取引頭数(1.000ト)

，~ 
成 牛 子 牛

舌~-!・ 5f:口 牛
手L 月 牛

和 子 牛 乳 子 牛
肥育雄 老 廃

出荷頭数 628 350 98 180 5 173 

内 296 147 40 109 4 1 6 1 

外 333 203 58 71 1 1 2 

昭和43年県外出
53% 58% 59% 39% 23% 7%  

荷 割 -@ 、

(注) 肉月牛ゎ取引で県外に生体出荷されるも Fの割合は高〈、 43伍の主要出荷県け、鹿児島

す筆頭 (16%)(1[香川、愛媛、長野、群馬、岩手，熊本在どであるが、とのう下鹿児島

は移出頭数の 62r;らす大阪府に 18%を京都府~ 15 %を兵庫県r 出荷してi-~ h、 西日本

の主要出荷県も概ねとわ 3府県に集中し、また東日本の群馬、岩手県も大阪府へそれぞ

/戸"'¥才1.56%、 699らF出荷とすっている。

l (4) Jjて阪市場r長ける乳伊牛規格割合(例) ( 43伍 1"""4月)

区 分 北 海 道 物 島 オ艮 県 物 長 野 県 物

極 上 一% - ~ら 1.4 9ら

上 2.1 3.6 

中 4.8 38.0 35.3 

並 92.3 57.0 59.0 

宰 外 2.9 2.0 0.7 

(注) 42年東京市場乳伊牛全頭数で仕上 10.4%、中 369"0、並 34.1%、筆外 19.5

?ら
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¥5i 戸!前品種別、性}jll割合例 f 
J ， 

!一

J
F
J

J

J

J

 

芳日
， 

牛 手し 牛
区分

メ ス オ ス ヌ キ メ ス オ ス ヌ キ 計

極土 14.6 % 一件 7.1;) % 7.7 5ら 0.35る 一% 一% 0.1 % 

上 25.8 1.4 30.6 25.7 1.4 0.4 1.0 1.0 

出 41.9 35.3 50.1 46.7 1 2.0 5.5 24.0 14.7 

並 17.3 61.5 9.3 17.4 75.7 92.-2 74.7 79.9 

等外 0.4 1.8 2.4 2.0 10.6 1.9 0.3 4.3 
一一

i6) 卸売価格の動向

昭和39伍までは比較的安定して推移してきたか、 40年以降牛肉の需給引締めす反映し、騰勢を

強めた。この価格わ高謄から、消費金額は変らをかったが量的K減少傾向子示し、一部下け'(r[転

じ、肉牛中心の上物は比較的堅調だか、乳伊牛中心のスソものは下げに転じ‘上物とスソもわわ

格差仕拡大してきているo

• 
9. 乳用雄仔牛の流通

(11 素牛づくりとそO'~反売

ア ホクレン方式育成体系

イ 本会の素牛販売実績と計画

ワ 預託制度

(2; 肥育体系の確立

(31 ソフトビーフの消費宣伝

(4) 新製品の試作と市場開発

!日 産地なよび消費士宮の大型流通センター建設

10. その他

(1) 肉声種の流通

(2) 家畜市場 拶s 千I~ ~ 
)j j，/ 
ラ /.iゴ、rdJ 1-~lfr 下 γy

-- 1， '" 

バ 弱点ヒルbLwf〆
わ }::"'?t'fヲ!IJ .:z;() ~ 

。頑Vz.l之Jィ効1ft兵ク m・
マゥ1-， ~ð t J/f!i-，，r'，， 

仁 )ðV~千乙レLJfかずの ~/'Í n/~ 
6iOt.)d-]Jffl V'  
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演-~ 講ー

須幹男

(帯広畜産大学)

座長三 l

別特

ミ

-一

、i'、
-- ， 

家 畜改良の理念

夫(北大農学部)

畜産r課せられた社会的夢請の第-~あげられ吾もわは動物性蛋白質食品の増産であるが、我々人

類か必要とする動物性蛋白質はわそのもの'/JS高分号化合物η1?でも最;も複雑左構造?もち・その生合

成の過程も複雑チきわめているために、合成化会主工葬か次々と人類の愛用している天然、物す合成物に

余きかえて行きつつ杏る現在でも、動物性蛋白質食品位合成化r抗し、最後の砦を守与も lのと君!るで

芳戸八

• 
きうろーぅ。

家畜F改良はーと(r.良質で志づて晴好性もたかく、しかも高価である動物性蛋白質す生産する精巧

を機械す合わ字、人類ゎ必買アミノ酸す濃縮する機械の性能す遺伝的に改良じセ生産す向上するととに

争る。

そのだめわ元住智雄立する基礎理念!比ういてほi戦前と戦後とで仕J大、きを相違をきkし、家畜改良

σの:ラ、推進上、古古二h改良理念仕むじる障害rさえ宏つてきてい Eのか実状で<h己ろう九o もともと、家畜の改

良はそめ国の国民恒争強て反映てずず￥もの叩?でで司志 D刀'b-~一、町従来廿i 兎両改良1σわ、ι重;点長す個畜の記録向上r 歩余、レい、て

経過じ、

集団遺伝学珪論の導入は我々r多〈 σわヲ反省と今後抗加、改良方針r対する明るるiいい変草を壱-与えて〈才引れ1.たも

のと言えるo 遺伝的能力炉推宏、正確度わたかい選抜交配手段、遺伝的改良量の予測手段その他、い

わゆる能力は安易に固定できるという従来わ改良手段を根本昔、ーら変え4遺伝的改良に多大ゎ合理性を

与、えたも:のである0-'

近い将来r志、ける家畜改良への貢献度わたかいととが予測されるものとして分子遺伝学的知識があ

町一 '-l-- ー

• る。家畜の生産性を改良する場合ttr甘いわゆる量的形質か評価の対象とをるととは当然で、宇るか、一

般に多数の遺伝子によって支配されて長打‘しかも環境要因rよる変動も大きいため、能力検定、遺

伝的要因の解析、選抜交配といった過程す何回もくり返すととか必要と合る。しかし、世代間隔の短

かい中小家畜をらばともかく、大家畜ttri-.，;いては成果の可否?みきわめるまでVて長年月?ついやす点、

か難点とをるわけでトとの改良期間の短縮すねらいとする今一つの攻め手として生理遺伝学的知識の

導入か挙げられ、その生理遺伝学の基礎すす寸分子遺伝学からの家畜改良への攻略か近レ王将来実現す

を可能性を大rしているo す合わち、ヘテローシスす利用す ξ際問:合理的を相性の発見、早期能力判

定わ確実在方在、最適育種環境の発貝、個体選抜の確実在手段等々W:， :との分子遺伝学的分野が大き

〈貢献する時代か間もをくくるものと思われるo 、 : 

家畜改良の実際面の進展は、間違いをい理論の上に立脚するをらば、あとは国か当面の問題のみを
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'1; 

県ず家畜改良("-V:>ういわば将来へわ投資をどわ程度r考えるかによって決ま b、そして末端まで確実

に撤底する改良組織わできるととな /''''':1牛とす否。

家畜わ遺伝的改良廿、ただ外国からの優良個畜わ導入のみによっては解決されるものではま心選.

伝子と環境因ー子との相互作用令考えるとき、改良けやはりそわ国その国で充分推進し合けれは、をらを

い性格す有するもので争るととす痛感する。

支 部 会 記 事 • 1 .支部役員

，. 

争・
4
4
2

智、

昨年12月 7日の総会で支部役員の改選が行をわれ、次の方々が決定いたしました。

支部長広 瀬 可 恒

副 支部長三須幹男

支部評議員 有馬俊六郎，安藤丙午郎，遠藤清司，淵名重海，八戸芳夫，早川晋八，

平賀即稔，橋爪徳三，工藤規雄，森本明，松村宏，光本教次，難波直樹

那須正次郎，大原久友，大浦義教，先本勇吉，桜井允，鈴木省三，鈴木

徳、信，島倉亨次郎，高松三守，高倉正臣，坪松戒三，土田鶴吉，安井勉

吉田稔，遊佐孝五 (計 30名)

2. 日本畜産学会評議員の選出

支部評議員会わ選考委員会よ b推選された 7名の候補者について畜産学会正会員の信任投票の結

果、次の方々が日本畜産学会評議員r選出さ別言したo • 

平賀即稔，広瀬可恒，三須幹男，大原久友，先本勇吉，安井勉，遊佐孝五 (罰 7名)

3 昭和 43年度日本畜産学会北海道支部会計報告 (43.4.1.--44.3.31 ) 

収 入

前年度よ h繰入れ

(内訳)銀行預金

振替小切手

302.478円

191，219 

61，862 

93.976 

振替

現

般

金

5.948 

4.433 

-4.8-



第 55回日畜大会準備委員会への貸出金

メ~ 費

(内訳) 個人現金

個人振替

賛助振替

25.000 

28.200 

33.200 

26.000 

会報売上げ(120円X 1 + 250円X5 ) 

銀行預金刺子

本会よ b補助

第 55回日畜大会協賛会より寄付

• 支 出

印刷費

支部大会補助費

日畜学会評議員会出席旅費補助

通信費

事務用雑品購入費

会議費

振替手数料

次伍度へわ繰越金

87.400 

1，370 

1，149 

2U，000 

1，340 

139.455円

56.000 

26.123 

1U，000 

2U，365 

7，672 

16，125 

3，170 

163.023円

43.011 

• 
銀行預金

振替小切 手

振替一般

現 金

4. 会員移動 (昭和 44&E 6月 21日現在)

新入会 阿彦健吉 雪印乳業 キ凶昇而百穂町"36

古谷政道 帯広畜産大学 帯広市稲田町

左 久 帯広畜産大学 帯広市稲田町

平野将魁 帯広畜産大学 帯広而稲田町

伊藤興英 北海道畜産会 札幌市北 4条西 7丁目

加藤 勲 北大農畜産 相県市北 9条西 9丁目

黒沢誠治 雪印乳業 札幌市苗穂町 36
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ー江男Ii市西野J餌

札幌市羊ケ丘 1

一帯広市西 1条南 9T目 J

、江別市西野幌

札幌市北4条西 7丁目

白も帯広而稲田町、

;陥農学，園大学

農林省家畜衛試

十勝農協連畜産部

/l，.十郎

八十一

米

，。山

久

円

善太郎

勝

岡松

酪農生園大学上

北海道畜産会向 v夫

孝次

水戸部

滝川市東滝川1

帯広而稲田町;

(ー札幌市巳北 9，条酉~)~.目'，.，

札幌市北 18条西 9丁目

帯広畜産大学

連立滝川|畜試

本

徳、七

帯広畜産大学

北大農畜 産

北大獣医学 部

敏

ヲム

博

全

沢

司

泰

光

森

永

岡

H

大

オヌ

山奇

札幌市北 9条西 9T目

ー北 !大ー彦一イ七一一一札幌而北9条一西9丁目一

羽幌町南 7わ1

札幌市北 9条西 9丁目

札幌市苗穂町

滝川市東滝川

札幌市北 3条西 3丁目富士ピル内

札幌市苗穂町

帯広市稲田町

• 北大農畜 産

之紀

羽l幌開拓営農指導所由

北 大 農 畜産昭J忠

生

葬

道立滝川畜試

手し印雪

秋

』慎

千

日清製粉札幌営業所良E
世一
F手L円

υ-
C
ト雪修

札幌市北9条西 9丁目

滝川市東滝川一

河西郡芽室町

札幌市羊ケ丘 v

滝川市東滝a川

雄義

辺
L

辺

幡

崎

本

渡
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人
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」
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一
山
主
ロ

-

‘一、
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夫

林
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• 選立滝川畜試正

武

馨

守弘

±日山

英 二，村

芳.(，男，-渡 l →合

山

孝日

下

池

真

浩

信

田

日

藤

慎

武

よ』
τ広退

辺渡功田

敬三郎町P河去逝

一、，.‘，;. .¥，了
.白，-_'

恥.，、 j

、i
t、

--:50一



第 25回日本畜産学会北海道支部大会次第

昭和 44伍 7)ミ 11日

於北海道立滝川畜産試験場

1. シンポジウム「自立酪彦経営r長ける酪農ゎ規模rついて」 座長土田鶴吉氏

10. 00ー 10.30 目立酪彦経営r余ける賂農の規模Vてついて

一一一主として技術面から一一一一遠藤清司氏

10.30 - 11. 00 酪農機械化チめぐる 2.......， 3(T'問題rついて 高橋俊行氏

• 11. 00 - 11. 30 多頭数酪前よる経営自立化 五十嵐憲蔵氏

11. 30 - 12. 00 一括討論

2. 昼食 12.00 - 12. 30 

3. 総会 12.30ー 13.00 

4. 特別講演 座長三須幹男氏

13. 00 -14. 00 I家畜改良の理念」 八戸芳夫氏

5. シンポジウム 「肉牛振興の諸問題」 座 長 平 賀 即稔氏

14.00ー 14.30 肉専用牛わ生産技術 太田三郎氏

14. 30ー 15.00 ホルスタイン雄子牛の肉牛刑用 小竹森訓央氏

15. 00 - 15. 30 消流面からみた肉用牛振興上ゎ諸問題 高山康次氏

15. 30 .，.- 16. 00 一括討論.6懇親会

， 
" 

16. 30 - 18. 0。
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支 部大会会場 案 内

。懇親会

会場;(Ir:l子、いて行合います。会費 400円、料理ジンギスカン 当日午前中(K;j:.">申し込み下さいD

む会場行パスのど案内

中央パス 芦月11行

乗 場 滝川駅前または中央パス滝川ターミナノレ乗車

(約 15分)畜産試験場入口で下車 停留所から徒歩約九分

。時 刻 別記時刻表参照 • 
ただし特急、パスは畜産試験場入口rけとまりませんわで乗車しをいようにど注意下さい。

。ハイヤー

三和ハイヤ- 6262番 三星ハイヤー 4141番

列車時間表 ( 来 る と き )

旭川発一一一滝川着 札幌発一一一滝川着 帯広発一一一滝川着

時分 時分| 時分
急、 6時.40分~ 時分

6. 1 4 7. 34 6. 30 8. 42 9. 42 

急、 8.07 急 7.05 I 8. 1 5 r 1. 30 

8. 59 急、 7r.'"町L_________ 9件、 1 2.15 

9.25 8.00 .9. 57 • 急、 1 O. 06 8. 3 3' 1 O. 3 3 

1 O. 5 4 8. 5 3 I 1 1. 21 

特急 9.0 0 .1 1 O. 0 7 輯 1o. 20 1 1 1. 0 8 

特急 9.20 I 1 O. 27 

急 9.23 I 10. 36 

急 9.30 I 10. 49 

1 1. 49 

-52ー



• 

• 

列車時間表(帰るとき)

滝川|発一一一旭川着 滝川発一一一札幌着 滝川発一一一帯広着 ι

時 8分 1
急 16.1!

1 8.21 

特急17.1 0 I 

急 17.44 I 

急 18.1 5 

19.5 1 

急 20.34 I 

20.52 I 

22.38 I 

23.45 I 

1 7時.15 分
分 時分 時分!

1時6.10t1 18.06 1 6.07 ， 

19. 39 急 16，25 I 17. 42 1 6.1 2 I 

1 8.00 16.48 I 1 8. 40 特急 17.1 3 I 

1 8. 34 1 7.01 I 1 8. 48 

1 9. 1 0 急 17.36 I 1 8. 53 

2 0.47 1 7.46 ! 1 8. 59 

21.32 1 9. 5 7 

2 1. 58 特急 17.59 I 1 9. .0 5 

2 3.43 1 8.1 6 I 2 O. 41 

0.53 特急 18.39 I 19. 45 

19.33 I 2 0.59 

急 19.0 2 I 2 0.23 

急 20.51 I 22.02 

21.0 2 I 22.13 

2 1.54 I 23.45 

畜産試験場へのパス時間表

滝川駅発 試験場入口

6. 26 

2 O. 31 

6. 43 

2 O. 48 

とわ間 10介--15分間隔運行
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時分
1 9. 25 

21.08 

1 9. 5 9 

22.17 
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